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兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
考

は
じ
め
に

　

兼
明
親
王
（
延
喜
十
四
（
九
一
四
）
年
〜
永
延
元
（
九
八
七
）
年
）
は
、
醍
醐

天
皇
の
第
十
六
皇
子
で
、
母
は
藤
原
菅
根
の
女
淑
姫
で
あ
る
。
七
歳
の
時
に
源
氏

の
姓
を
賜
っ
て
臣
籍
に
降
下
し
、
十
六
歳
で
元
服
、
承
平
二
（
九
三
二
）
年
従
四

位
上
、
同
三
年
播
磨
権
守
、
天
慶
二
（
九
三
九
）
年
右
近
権
中
将
、
同
五
年
左
近

権
中
将
に
転
じ
、
同
七
年
参
議
と
な
り
、
翌
年
近
江
権
守
、
治
部
卿
を
兼
ね
た
。

天
暦
七
（
九
五
三
）
年
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
十
年
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、

応
和
二
（
九
六
二
）
年
左
兵
衛
督
を
兼
ね
た
。
康
保
四
（
九
六
七
）
年
従
二
位
大

納
言
に
進
み
、
安
和
二
（
九
六
九
）
年
兄
高
明
の
左
遷
に
遭
っ
て
殿
上
を
止
め
ら

れ
た
が
、
天
禄
元
（
九
七
〇
）
年
皇
太
子
傅
、
翌
年
左
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
貞

元
二
（
九
七
七
）
年
藤
原
兼
通
の
謀
略
に
よ
っ
て
親
王
に
復
し
二
品
中
務
卿
の
閑

職
に
遷
る
。
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
に
中
務
卿
の
辞
状
を
提
出
し
、
翌
年
七
十
四

歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
王
朝
随
一
の
皇
室
詩
人
と
し
て
そ
の
卓
越
し
た
文
才
と
悲

劇
の
生
涯
は
後
世
の
人
達
の
尊
敬
と
同
情
を
集
め
、
平
安
時
代
漢
詩
文
研
究
の
中

で
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　

兼
明
親
王
の
現
存
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
『
本
朝
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
座
左
銘
」
は
巻
十
二
に
あ
る
。
そ
の
序
文
に
「
東
漢
の
崔
子
玉
、座
右
銘
を
作
る
。

于　
　
　

永　

梅
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（
一
）

要　

旨

　

兼
明
親
王
は
平
安
時
代
の
皇
室
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
卓
越
し
た
文
才
と
悲
劇
の

生
涯
は
後
世
の
人
達
の
尊
敬
と
同
情
を
集
め
、
平
安
時
代
漢
詩
文
研
究
の
中
で
注

目
さ
れ
て
き
た
。
兼
明
親
王
に
は
「
座
左
銘
」
と
い
う
中
国
の
崔
瑗
「
座
右
銘
」

と
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
に
基
づ
い
て
書
い
た
作
品
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
代
の
大

江
匡
房
も
「
続
座
左
銘
」
と
い
う
作
品
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
つ
の

類
似
す
る
作
品
の
中
で
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
に
は
ほ
か
の
三
者
と
明
ら
か

な
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
兼
明
親
王
の
遭
遇
し
た
政
治
的
挫
折
に
関
連
す
る

と
思
わ
れ
る
。「
座
左
銘
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
兼
明
親
王
と
い
う
人
物
を
理
解

す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
「
座
左
銘
」
に

つ
い
て
詳
し
い
論
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
兼
明
親
王
の
置
か
れ
た

境
遇
や
経
験
し
た
挫
折
を
考
慮
に
入
れ
て
、「
座
左
銘
」
の
特
異
性
を
検
討
す
る
。

ま
た
、「
座
左
銘
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
明
確
に
示
し
て
い
る
史
料
が
な
い

た
め
、
そ
れ
も
併
せ
て
考
察
す
る
。

目　

次

は
じ
め
に

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

お
わ
り
に

注

キ
ー
ワ
ー
ド
：
兼
明
親
王
、
座
左
銘
、
座
右
銘
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第
一
章
、「
座
左
銘
」

　

ま
ず
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
の
本
文
と
読
み
下
し
を
示
し
て
お
こ
う
。

座
左
銘
並
序　

　
　
　

前
中
書
王

　
　
　
　

東
漢
崔
子
玉
、
作
座
右
銘
。
大
唐
白
楽
天
、
述
其
不
尽
者
、

　
　
　
　

作
続
座
右
銘
。
本
朝
愚
叟
元
謙
光
、
拾
其
遺
云
座
左
銘
云
爾
。

東
漢
の
崔
子
玉
、
座
右
銘
を
作
る
。
大
唐
の
白
楽
天
、
そ
の
尽
く
さ

ざ
る
も
の
を
述
べ
て
、

続
座
右
銘
を
作
る
。
本
朝
の
愚
叟
元
謙
光
、
そ
の
遺の
こ

れ
る
も
の
を
拾

ひ
て
座
左
銘
と
云
ふ
と
爾し
か

云
ふ
。

１
．
以
忠
事
其
君
、　
　

忠
を
以
て
そ
の
君
に
事つ
か

へ
、

２
．
以
孝
事
其
親0

。　
　

孝
を
以
て
そ
の
親
に
事
ふ
。

３
．
信
以
交
朋
友
、　
　

信
以
て
朋
友
に
交
は
り
、

４
．
慈
以
撫
子
孫0

。　
　

慈
以
て
子
孫
を
撫な

で
よ
。

５
．
貧
而
莫
下
志
、　
　

貧
し
く
し
て
志
を
下
す
こ
と
莫
く
、

６
．
富
而
莫
驕
人0

。　
　

富
み
て
人
に
驕お
ご

る
こ
と
莫
か
れ
。

７
．
久
要
勿
忘
旧
、　
　

久
要
は
旧
き
を
忘
る
る
こ
と
勿
く
、

８
．
一
言
勿
忘
恩0

。　
　

一
言
も
恩
を
忘
る
る
こ
と
勿
か
れ
。

９
．
疣
蠹
入
従
耳
、　
　

疣い
う
と蠹
は
耳
よ
り
入
る
、

10
．
不
如
無
所
聞0

。　
　

聞
く
所
な
き
に
如
か
ず
。

11
．
禍
胎
出
自
口
、　
　

禍
胎
は
口
よ
り
出
づ
、

12
．
須
緘
於
其
唇0

。　
　

す
べ
か
ら
く
そ
の
唇
を
緘つ
ぐ

む
べ
し
。

13
．
利
者
恨
之
府
、　
　

利
は
恨
の
府
、

14
．
名
者
実
之
賓0

。　
　

名
は
実
の
賓
な
り
。

15
．
浮
生
薤
上
露
、　
　

浮
生
は
薤
上
の
露
、

大
唐
の
白
楽
天
、
そ
の
尽
く
さ
ざ
る
も
の
を
述
べ
て
、
続
座
右
銘
を
作
る
。
本
朝

の
愚
叟
元
謙
光
、
そ
の
遺の
こ

れ
る
を
拾
ひ
て
座
左
銘
と
云
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
座

左
銘
」
は
東
漢
の
崔
子
玉
と
大
唐
の
白
楽
天
が
作
っ
た
銘
に
続
い
て
書
い
た
も
の

で
あ
る
。「
座
右
」
と
「
座
左
」
と
は
、
席
の
右
と
左
と
の
意
味
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
身
近
な
場
所
を
指
す
。「
座
右
銘
」
と
「
座
左
銘
」
は
、
自
分
の
身
近
に
置

い
て
、
自
分
自
身
の
言
行
を
戒
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
安
時
代

後
期
の
大
江
匡
房
は
「
後
漢
の
崔
子
玉
、
座
右
銘
を
作
る
。
大
唐
の
白
楽
天
、
こ

れ
に
続
ぐ
。
本
朝
の
元
謙
光
、
座
左
銘
を
作
る
。
今
江
満
昌
、
ま
た
こ
れ
に
続
ぐ
」

と
い
う
序
文
を
持
つ
「
続
座
左
銘
」
を
執
筆
し
た
。
即
ち
、
中
国
に
は
崔
子
玉
の

「
座
右
銘
」
と
白
居
易
の
「
続
座
右
銘
」、
日
本
に
は
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
と

大
江
匡
房
の
「
続
座
左
銘
」
と
、
四
つ
の
類
似
す
る
作
品
が
あ
る
。

　
「
座
左
銘
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
兼
明
親
王
が
実
経
験
を
通
じ
て
創
作
し

た
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
作
品
を
考
察

す
る
こ
と
は
、
兼
明
親
王
と
い
う
人
物
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
柿
村
重
松
氏
の
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
や
新
日
本

古
典
文
学
大
系
の
『
本
朝
文
粋
』
に
語
釈
が
あ
る
ほ
か
、従
来
の
研
究
（
注
一
）
で
は
、

兼
明
親
王
の
一
作
品
と
し
て
断
片
的
に
触
れ
る
程
度
で
、「
座
左
銘
」
全
体
を
め

ぐ
っ
て
の
詳
し
い
論
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、崔
子
玉
の
「
座
右
銘
」、白
楽
天
の
「
続
座
右
銘
」、大
江
匡
房
の
「
続

座
左
銘
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
兼
明
親
王
の
置
か
れ
た
境
遇
や
経
験
し
た
挫
折

を
考
慮
に
入
れ
、「
座
左
銘
」
に
見
ら
れ
る
独
自
の
部
分
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

特
異
性
を
検
討
す
る
。
ま
た
、「
座
左
銘
」は
い
つ
頃
の
作
品
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

明
確
に
示
し
て
い
る
史
料
が
な
い
た
め
、そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
座
左
銘
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

（
二
）
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答
え
の
一
部
、
臣
と
し
て
君
に
忠
誠
心
を
も
っ
て
仕
え
る
べ
き
と
い
う
部
分
に
あ

た
る
。

２
．「
以
孝
事
其
親
」

　
『
孝
経
』
開
宗
明
義
章
に
「
夫
孝
、
始
二
於
事
一
レ
親
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
礼
記
』

祭
義
に
「
孝
以
事
レ
親
、
順
以
聴
レ
命
」
と
あ
る
。
二
句
目
の
「
孝
を
以
て
そ
の

親
に
事
ふ
」
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
親
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

親
に
孝
行
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

一
、二
句
は
、
公
に
お
い
て
君
に
忠
誠
を
も
っ
て
仕
え
る
べ
き
こ
と
と
、
私
に

お
い
て
親
に
孝
行
す
べ
き
こ
と
、
つ
ま
り
公
と
私
の
両
方
に
わ
た
っ
て
人
と
し
て

の
為
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

３
．
４
．「
信
以
交
朋
友
、
慈
以
撫
子
孫
」

　
「
信
以
て
朋
友
に
交
は
る
」
は
、『
論
語
』
学
而
の
「
子
夏
曰
、
賢
レ
賢
易
レ
色
、

事
二
父
母
一
能
竭
二
其
力
一
、
事
レ
君
能
致
二
其
身
一
、
与
二
朋
友
一
交
、
言
而
有
レ
信
」

を
踏
ま
え
る
表
現
で
あ
る
。
信
用
を
も
っ
て
友
人
と
交
わ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。「
慈
以
て
子
孫
を
撫
で
よ
」
は
、
特
に
典
拠
と
な
る
も
の
は
な
い
が
、
愛

情
を
持
っ
て
子
孫
後
代
を
慈
し
む
と
い
う
常
識
を
言
っ
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
一
句
か
ら
四
句
は
、『
礼
記
』
礼
運
の
「
何
謂
二
人
義
一
、
父
慈
、
子
孝
、

兄
良
、
弟
悌
、
夫
義
、
婦
聴
、
長
恵
、
幼
順
、
君
仁
、
臣
忠
、
十
者
謂
二
之
人
義
一
。

講
レ
信
脩
レ
睦
、謂
二
之
人
利
一
。
争
奪
相
殺
、謂
二
之
人
患
一
」
に
あ
る
「
父
慈
・
子
孝
・

臣
忠
・
講
信
」
な
ど
、
人
義
に
関
す
る
も
の
を
取
り
あ
げ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

兼
明
親
王
は
儒
教
礼
儀
の
中
に
あ
る
「
忠
・
孝
・
信
・
慈
」
を
人
の
為
す
べ
き
こ

と
の
例
と
し
て
挙
げ
、
儒
教
の
立
場
に
立
っ
て
訓
戒
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

16
．
栄
華
夢
中
春0

。　
　

栄
華
は
夢
中
の
春
。

17
．
争
奈
齢
空
邁
、　
　

争い
か
ん奈
せ
ん
齢
の
空
し
く
邁す

ぐ
る
を
、

18
．
可
惜
過
良
辰0

。　
　

惜
し
む
べ
し
良
辰
を
過
ご
す
を
。

19
．
不
撃
缶
而
歌
、　
　

缶ほ
と
ぎを
撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
、

20
．
何
以
慰
吾
身0

。　
　

何
を
以
て
か
吾
が
身
を
慰
め
ん
。

　

序
文
で
元
謙
光
と
自
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
源
兼
明
を
唐
風
に
言
い
な
し
た

名
前
で
あ
り
、
元
は
源
、
謙
は
兼
、
光
は
明
で
あ
る
。（
注
二
）
こ
の
銘
は
五
言
十
韻

で
、
傍
点
を
付
し
て
い
る
の
は
押
韻
の
韻
字
で
あ
る
。
本
文
は
全
部
で
二
十
句
あ

り
、
内
容
か
ら
す
る
と
、
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
一
句
か
ら
八
句
は
第
一
部

分
、
九
句
か
ら
十
六
句
は
第
二
部
分
、
十
七
句
か
ら
二
十
句
は
最
後
の
ま
と
め
の

部
分
で
あ
る
。一
句
か
ら
八
句
ま
で
の
第
一
の
部
分
で
は
、儒
教
の
五
常
思
想（
仁
、

義
、
礼
、
智
、
信
）
に
則
し
て
、
人
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第

二
の
部
分
で
は
、
公
私
内
外
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
努
力
し
て
き
た
自
分
が
、
世

の
中
の
険
悪
に
は
無
力
を
感
じ
、
人
生
は
無
常
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い

る
。
最
後
の
ま
と
め
の
部
分
で
は
、
今
の
自
分
の
状
況
を
述
べ
、
心
情
を
表
し
て

銘
を
結
ん
で
い
る
。

　

次
に
、
従
来
の
註
釈
を
参
考
に
、
各
句
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
用
例
や
類
似
表
現

を
挙
げ
、「
座
左
銘
」
の
詳
し
い
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

１
．「
以
忠
事
其
君
」

　

古
く
『
論
語
』
八
佾
に
「
定
公
問
、君
使
レ
臣
、臣
事
レ
君
、如
レ
之
何
。
孔
子
対
曰
、

君
使
レ
臣
以
レ
礼
、
臣
事
レ
君
以
レ
忠
」
と
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
魯
の
君
主
定

公
の
、
人
君
と
し
て
臣
下
を
使
い
、
人
臣
と
し
て
主
君
に
仕
え
る
道
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
、
孔
子
の
、
人
君
は
臣
下
を
待
遇
す
る
に
礼
を

も
っ
て
し
、
人
臣
は
主
君
に
仕
え
る
に
真
心
を
傾
け
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

（
三
）
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冒
頭
に
「
忠
を
以
て
そ
の
君
に
事
ふ
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
親
王
が
自
分
の

臣
と
し
て
の
立
場
を
意
識
し
、
臣
と
し
て
の
為
す
べ
き
こ
と
を
明
言
し
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
一
句
目
の
「
忠
を
以
て
そ
の
君
に
事
ふ
」
は
、「
公
」
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
句
目
の
「
孝
を
以
て
そ
の
親
に
事
ふ
」
は
、「
私
」

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
、四
句
に
お
い
て
、「
信
以
て
朋
友
に
交
は
る
」

は
「
外
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
慈
以
て
子
孫
を
撫
で
よ
」
は

「
内
」
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
五
、六
句
目
の
「
貧
し
く
し
て
志
を
下
す
こ
と
莫

く
、
富
み
て
人
に
驕
る
こ
と
莫
か
れ
」
は
、
貧
、
富
と
い
う
逆
の
立
場
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

　

儒
家
の
思
想
に
基
づ
い
た
こ
の
部
分
は
、
訓
戒
の
言
葉
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
兼
明
の
そ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
述
べ
た
こ
と
と
し

て
も
考
え
ら
れ
る
。
私
は
朝
廷
で
は
君
主
に
忠
実
に
尽
く
し
、
家
で
は
親
を
大
切

に
す
る
。友
人
に
対
し
て
は
信
用
を
重
ん
じ
、子
孫
に
対
し
て
は
深
い
愛
情
を
も
っ

て
慈
し
ん
で
い
る
。
自
分
が
貧
し
い
時
で
も
志
を
捨
て
た
こ
と
が
な
く
、
裕
福
な

時
で
も
人
に
傲
慢
な
態
度
を
と
っ
た
こ
と
が
な
い
。
昔
か
ら
の
約
束
を
ず
っ
と
心

に
覚
え
、
人
か
ら
一
言
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
恩
恵
を
得
て
も
、
ず
っ
と
心
に
銘
記
し

て
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
私
は
人
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
を
し
、

守
る
べ
き
準
則
に
従
っ
て
物
事
を
行
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

９
．
10
．「
疣
蠹
入
従
耳
、
不
如
無
所
聞
」

　

九
句
目
か
ら
は
第
二
の
部
分
に
な
る
。「
疣
」
は
、
い
ぼ
で
あ
り
、
無
用
の
も

の
の
喩
え
で
あ
る
。「
蠹
」
は
、
木
食
い
虫
で
、
害
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
十
句

目
の
「
聞
く
所
な
き
に
如
か
ず
」
は
、
聞
か
な
い
に
超
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
句
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
無
用
の
こ
と
や
害
毒
は
耳
か
ら

入
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
か
な
い
の
が
一
番
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

５
．「
貧
而
莫
下
志
」

　
「
貧
し
く
し
て
志
を
下
す
こ
と
莫
か
れ
」
の
「
下
志
」
と
は
、
志
を
捨
て
る
こ

と
で
あ
り
、『
論
語
』微
子
の「
不
レ
降
二
其
志
一
、不
レ
辱
二
其
身
一
、伯
夷
叔
斉
与
」や
、

漢
の
王
充
『
論
衡
』
定
賢
の
「
以
二
清
節
自
守
一
、不
二
降
レ
志
辱
一
レ
身
、為
レ
賢
乎
」

な
ど
に
見
ら
れ
る
「
降
志
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
貧
し
く
て
も
志
を
捨
て
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
い
う
。

６
．「
富
而
莫
驕
人
」

　
「
富
み
て
人
に
驕
る
こ
と
莫
か
れ
」
は
、
富
を
手
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
誇
っ
て
、思
い
上
が
っ
た
振
る
舞
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

『
論
語
』
学
而
の
「
子
貢
曰
、貧
而
無
レ
諂
、富
而
無
レ
驕
何
如
。
子
曰
、可
也
」
や
、

『
陳
書
』
巻
十
三
魯
悉
達
伝
の
「
悉
達
雖
二
仗
気
任
侠
一
、
不
レ
以
二
富
貴
一
驕
レ
人
」

な
ど
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

７
．
８
．「
久
要
勿
忘
旧
、
一
言
勿
忘
恩
」

　
「
久
要
」
は
、『
論
語
』
憲
問
の
「
久
要
不
レ
忘
二
平
生
之
言
一
、
亦
可
三
以
為
二
成

人
一
矣
」
に
よ
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
ど
ん
な
人
が
「
成
人
」
即
ち
完
成
さ
れ
た
人

格
者
と
言
え
る
か
、
と
の
子
路
の
問
い
に
対
し
て
、
孔
子
の
答
え
に
は
「
久
要
」

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、
古
い
約
束
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
平
生
の
自
分
の
言
葉

を
忘
れ
な
い
で
実
行
す
る
人
は
、
成
人
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

漢
の
孔
安
国
は
「
旧
約
」
と
注
し
た
よ
う
に
、
以
前
か
ら
の
約
束
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
ま
た
、儒
教
的
な
教
え
を
中
心
に
説
い
た
『
抱
朴
子
』
外
篇
の
行
品
に
は
、

「
守
二
一
言
於
久
要
一
、
歴
二
歳
衰
一
而
不
レ
渝
者
、
信
人
也
」
と
あ
り
、「
久
要
」
と

「
一
言
」
と
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
。
七
、八
句
で
「
久
要
」
と
「
一
言
」
と
が

対
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
例
と
類
似
し
て
い
る
。

　

以
上
の
八
句
は
第
一
部
分
で
あ
り
、い
ず
れ
も
儒
教
の
立
場
か
ら
述
べ
て
い
る
。

（
四
）
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反
社
会
的
な
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
答
え
た
の
で
あ

る
。
九
句
か
ら
十
二
句
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
孔
子
の
教
え
に
由
来
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

13
．「
利
者
恨
之
府
」

　
『
論
語
』
の
里
仁
に
、「
子
曰
、
放
二
於
利
一
而
行
、
多
レ
怨
」
と
あ
り
、
自
分
の

利
益
本
位
で
行
動
す
る
と
、
人
か
ら
怨
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
い
う
。『
史

記
』
巻
七
十
四
の
孟
子
荀
卿
列
伝
に
あ
る
次
の
記
事
が
、
孔
子
の
こ
の
言
葉
に
対

す
る
解
釈
と
な
る
。「
太
史
公
曰
、
余
読
二
孟
子
書
一
、
至
四
梁
惠
王
問
三
何
以
利
二
吾

国
一
、
未
三
嘗
不
二
廃
レ
書
而
歎
一
也
。
曰
、
嗟
乎
、
利
誠
乱
之
始
也
。
夫
子
罕
言
レ
利

者
、常
防
二
其
原
一
也
。
故
曰
、放
二
於
利
一
而
行
、多
レ
怨
。
自
二
天
子
一
至
二
於
庶
人
一
、

好
レ
利
之
弊
、
何
以
異
哉
」
と
、
太
史
公
が
孟
子
の
書
物
を
読
み
、
梁
の
恵
王
が

孟
子
に
何
に
よ
っ
て
わ
が
国
を
利
し
て
く
れ
る
の
か
と
質
問
す
る
場
面
に
読
み
至

る
と
、
い
つ
も
書
物
を
下
に
置
い
て
、「
あ
あ
、
利
と
い
う
も
の
は
、
確
か
に
一
切

の
争
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。
孔
子
が
稀
に
し
か
利
に
つ
い
て
言
わ
な
か
っ
た
の
は
、

常
に
乱
の
み
な
も
と
を
防
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
孔
子
が
「
利
に
放よ

り
て
行

へ
ば
、
怨
多
し
」
と
言
っ
た
の
か
」
と
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
孟
子
荀
卿
列
伝
で
は
、

天
子
か
ら
庶
民
ま
で
、
何
の
違
い
も
な
く
、
皆
利
を
好
む
と
い
う
病
弊
が
あ
り
、

し
か
し
、
孔
子
だ
け
が
乱
の
み
な
も
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
怨
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
、

敢
え
て
利
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。「
恨
之
府
」
と
は
、
恨

み
の
的
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
史
記
』
巻
四
十
三
の
趙
世
家
に
あ
る
「
毋
レ
為
二
怨

府
一
、
毋
レ
為
二
禍
梯
一
」
や
、『
新
論
』
思
慎
に
あ
る
「
順
者
福
之
門
、
逆
者
禍
之
府
」

な
ど
が
、
同
じ
意
味
の
表
現
で
あ
る
。

　

利
に
よ
っ
て
恨
ま
れ
る
人
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
右
に

挙
げ
た『
史
記
』趙
世
家
の
用
例
の
少
し
前
の
部
分
に
、は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

「
李
兌
謂
二
肥
義
一
曰
、
…
子
任
重
而
勢
大
、
乱
之
所
レ
始
、
禍
之
所
レ
集
也
、
子
必

11
．
12
．「
禍
胎
出
自
口
、
須
緘
於
其
唇
」

　

十
一
句
の「
禍
胎
」に
つ
い
て
、『
漢
書
』の
枚
乗
伝
に「
福
生
有
レ
基
、禍
生
有
レ
胎
。

納
二
其
基
一
、
絶
二
其
胎
一
、
禍
何
自
来
」
と
、
禍
が
生
じ
る
の
は
、
そ
の
も
と
と
な

る
原
因
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
禍
胎
」
と
は
、
禍
の
も
と
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
十
二
句
の
「
す
べ
か
ら
く
そ
の
唇
を
緘つ
ぐ

む
べ
し
」
と
関
連
す
る

記
事
が
、『
孔
子
家
語
』
巻
三
の
観
周
に
見
ら
れ
る
。「
孔
子
観
レ
周
、
遂
入
二
太
祖

后
稷
之
廟
一
。
廟
堂
右
階
之
前
有
二
金
人
一
焉
。
三
二
緘
其
口
一
、
而
銘
二
其
背
一
曰
、

古
之
慎
レ
言
人
也
。
戒
レ
之
哉
。
無
レ
多
レ
言
、
多
レ
言
多
レ
敗
。
…
口
是
何
傷
、
禍

之
門
也
」
と
あ
る
。
孔
子
が
周
を
訪
れ
た
時
に
、
入
っ
た
廟
に
金
属
製
の
人
の
像

が
あ
っ
た
。
口
は
三
ヵ
所
で
塞
が
れ
、
背
中
に
は
銘
文
が
書
か
れ
て
お
り
、
銘
文

に
は
多
言
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
多
言
は
失
敗
の
も
と
で
あ
り
、
口
は
禍
を
招
く

門
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。「
無
レ
多
レ
言
。
多
レ
言
多
レ
敗
。
…
口
是
何

傷
、
禍
之
門
也
」
と
は
、
十
一
、十
二
句
の
「
禍
胎
は
口
よ
り
出
づ
、
す
べ
か
ら
く

そ
の
唇
を
緘
む
べ
し
」
に
対
す
る
説
明
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
口
は
禍
を
も
た
ら

す
も
と
と
な
る
の
で
、
口
を
閉
じ
て
何
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
の
が
一
番
い
い
と
い
う
。

『
太
平
御
覧
』
巻
三
六
七
の
人
事
部
「
口
」
に
、『
孔
子
家
語
』
の
故
事
を
踏
ま
え

た
記
事
が
あ
る
。「
伝
子
曰
、
擬
二
金
人
銘
一
作
二
口
銘
一
云
、
神
以
レ
感
通
、
心
由
レ

口
宣
。
福
生
有
レ
兆
、
禍
来
有
レ
端
。
情
莫
レ
多
レ
妄
、
口
莫
レ
多
レ
言
。
蟻
孔
潰
レ
河
、

溜
穴
傾
レ
山
。
病
従
レ
口
入
、
禍
従
レ
口
出
。
存
亡
之
機
、
開
闔
之
術
。
口
与
心
謀
、

安
危
之
源
。
枢
機
之
発
、
栄
辱
存
焉
」
に
あ
る
「
禍
は
口
よ
り
出
る
」
は
、
十
一

句
の
「
禍
胎
は
口
よ
り
出
づ
」
と
近
い
表
現
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
の
顔
淵
に
は
、
九
句
か
ら
十
二
句
と
類
似
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。

「
顔
淵
問
レ
仁
。
子
曰
、
克
レ
己
復
レ
礼
為
レ
仁
。
一
日
克
レ
己
復
レ
礼
、
天
下
帰
レ
仁

焉
。
為
レ
仁
由
レ
己
、
而
由
レ
人
乎
哉
。
顔
淵
曰
、
請
二
問
其
目
一
。
子
曰
、
非
レ
礼

勿
レ
視
、
非
レ
礼
勿
レ
聴
、
非
レ
礼
勿
レ
言
、
非
レ
礼
勿
レ
動
。
顔
淵
曰
、
回
雖
二
不
敏
一
、

請
事
二
斯
語
一
矣
」
と
、顔
淵
に
仁
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
孔
子
が
、不
道
徳
な
こ
と
、

（
五
）
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帰
二
塵
埃
一
」
と
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
。
名
は
実
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、

福
は
禍
の
も
と
を
生
む
。
朝
に
栄
華
を
極
め
た
が
、
夕
に
な
る
と
塵
埃
に
帰
し

て
消
え
て
し
ま
う
と
あ
る
。
名
や
福
、
栄
華
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
儚
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。『
文
選
』
巻
十
三
に
収
め
ら
れ
る
禰
正
平
の
「
鸚
鵡
賦
」

に
、「
懼
二
名
実
之
不
副
一
、
恥
二
才
能
之
無
奇
一
」
と
あ
り
、
名
と
実
が
一
致
し
な

い
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
三
十
八
任
昉
の
「
為
二
蕭
揚

州
薦
士
一
表
」
に
は
、「
臣
位
任
二
隆
重
一
、
義
兼
二
家
邦
一
、
実
欲
レ
使
二
名
実
不
レ
違
、

徼
倖
路
絶
一
」、
即
ち
高
い
地
位
に
い
る
高
官
は
、
評
判
ば
か
り
が
高
く
実
質
が

伴
わ
ず
有
名
無
実
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
人
を
任
命
す
る
際
に
名
と
実
と
が
異
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
偶
然
の
幸
運
で
栄
位
に
進
む
者
が
な
い
よ
う
に
す
る
と

あ
る
。
以
上
の
用
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
十
四
句
目
も
十
三
句
と
同
じ
く
地
位

や
権
力
と
関
わ
り
の
あ
る
内
容
で
あ
る
。

　

十
三
句
と
十
四
句
で
、
そ
れ
ぞ
れ
利
と
名
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
名
利
」

が
熟
語
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
、
初
唐
の
駱
賓
王
の
詩
「
古
来
名
利
若
二
浮
雲
一
」

（「
帝
京
篇
」『
全
唐
詩
』
巻
七
七
）
に
見
ら
れ
、
昔
か
ら
名
利
は
浮
雲
の
よ
う
に

儚
い
と
し
て
い
る
。
白
居
易
の
詩
に
も
「
名
利
」
の
語
が
よ
く
見
ら
れ
る
。「
帝

都
名
利
場
」（「
常
楽
里
閒
居
偶
題
二
十
六
韻
一
」『
全
唐
詩
』
巻
四
二
八
）
や
、「
長

安
名
利
地
」（「
首
夏
同
二
諸
校
正
一
遊
二
開
元
観
因
宿
一
玩
レ
月
」『
全
唐
詩
』
巻

四
二
八
）
は
、
都
を
名
利
と
結
び
つ
く
場
所
で
あ
る
と
し
、「
況
在
二
名
利
途
一
、

平
生
有
二
風
波
一
」（「
勧
レ
酒
寄
二
元
九
一
」『
全
唐
詩
』
巻
四
三
二
）
で
は
、
名
利

と
関
わ
る
場
所
に
い
る
と
、
人
生
に
は
波
風
が
立
つ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人

生
の
波
風
か
ら
避
け
る
に
は
、「
名
利
既
両
忘
、形
体
方
自
遂
」（「
寄
二
皇
甫
賓
客
一
」

『
全
唐
詩
』
巻
四
四
四
）
の
よ
う
に
、
形
体
が
自
由
自
在
に
な
る
た
め
に
、
名
と

利
を
全
部
忘
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
朝
廷
に
身
を
置
い

て
い
る
兼
明
親
王
に
と
っ
て
、
名
と
利
は
禍
の
も
と
に
過
ぎ
ず
、
儚
く
消
え
や
す

い
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
レ
患
。
…
子
奚
不
三
称
レ
疾
毋
レ
出
、
伝
二
政
於
公
子
成
一
。
毋
レ
為
二
怨
府
一
、
毋
レ

為
二
禍
梯
一
」。
李
兌
は
、
公
子
章
と
田
不
礼
の
反
乱
を
恐
れ
て
、
肥
義
に
進
言
し

て
次
の
よ
う
に
忠
告
し
た
。
あ
な
た
は
責
任
が
重
く
て
勢
力
が
大
き
い
の
で
、
乱

の
始
ま
る
と
こ
ろ
、
禍
の
集
ま
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
あ
な
た
は
必
ず
真
っ
先
に
患

害
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
ど
う
し
て
病
気
と
称
し
て
参
内
せ
ず
、
政
治
を

公
子
成
に
渡
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
恨
み
の
的
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
禍
の
端

緒
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
恨
み
の
的
と
な
る
原
因
と
し
て
、

責
任
が
重
く
て
勢
力
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
直
接
に
「
利
」
と
は

言
っ
て
い
な
い
が
、「
任
重
而
勢
大
」
で
あ
れ
ば
、
自
然
に
「
利
」
と
関
わ
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
例
は
、
十
三
句
の
「
利
者
恨
之
府
」
と
同
じ
こ
と

を
述
べ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
高
い
地
位
に
い
る
だ
け
で
恨
み
の
的

と
な
り
、
高
い
地
位
に
い
る
こ
と
自
体
が
患
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
あ
る
。
唐
の
元
稹
の
「
銭
貨
議
状
」
に
、「
又
何
必
授
二
之
重
柄
一
、
假
二
以

利
権
一
、
徇
二
彼
之
徼
恩
一
、
成
二
我
之
怨
府
一
」（『
元
氏
長
慶
集
』
巻
三
十
四
）
と

あ
り
、
や
は
り
恨
み
の
的
と
な
る
の
は
、
高
い
地
位
や
大
き
い
権
力
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
十
三
句
で
は
、
高
い
地
位
に
昇
っ
た
兼
明
親
王
が
周
囲
か
ら
妬
ま
れ

る
自
分
の
境
遇
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

14
．「
名
者
実
之
賓
」

　
『
荘
子
』
内
篇
の
逍
遥
遊
に
、「
許
由
曰
、
子
治
二
天
下
一
、
天
下
既
已
治
也
。

而
我
猶
代
レ
子
、
吾
将
為
レ
名
乎
。
名
者
、
実
之
賓
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
許
由

が
天
下
を
自
分
に
譲
ろ
う
と
す
る
尭
に
対
し
て
の
答
え
で
あ
る
。
私
は
あ
な
た
の

代
わ
り
に
天
下
を
治
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
名
の
た
め
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
名

と
い
う
も
の
は
、
実
質
に
と
っ
て
た
だ
過
ぎ
去
っ
て
い
く
客
の
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
い
つ
も
実
質
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
晋
書
』
巻

九
十
二
の
曹
毘
伝
に
も
、「
名
為
二
実
賓
一
、
福
萌
二
禍
胎
一
、
朝
敷
二
栄
華
一
、
夕

（
六
）
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消
え
や
す
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
杜
荀
鶴
の
「
感
レ
春
」
に
も
、「
無

況
青
雲
有
レ
恨
身
、眼
前
花
似
二
夢
中
春
一
。
浮
生
七
十
今
三
十
、已
是
人
間
半
世
人
」

（『
全
唐
詩
』
巻
六
九
三
）
と
、
目
の
前
に
あ
る
華
や
か
な
景
色
は
、
夢
の
中
の
春

の
よ
う
に
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。

　

十
五
と
十
六
句
の「
浮
生
は
薤
上
の
露
、栄
華
は
夢
中
の
春
」に
あ
る「
浮
生
」は
、

前
掲
の
よ
う
に
、『
荘
子
』
に
よ
る
人
生
の
儚
さ
を
表
す
語
で
あ
る
。
大
曽
根
章

介
氏
は
こ
の
部
分
に
関
し
て
、
老
子
や
荘
子
の
思
想
と
殆
ど
径
庭
が
な
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。（
注
三
）「
栄
華
」
も
『
荘
子
』
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
し
か
し

「
斉
物
論
」
の
「
道
隠
二
於
小
成
一
、
言
隠
二
於
栄
華
一
」
の
よ
う
に
美
し
い
言
葉
を

意
味
し
た
り
、
本
来
の
富
貴
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
、
栄
華
の
儚

さ
を
表
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
例
は
な
い
。
そ
こ
で
、
老
荘
思
想
か
ら
離
れ

て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
二
句
は
仏
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
に
気
付
く
。

仏
教
の
中
で
は
、露
と
夢
と
は
儚
い
も
の
の
喩
え
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
金
剛
般
若
経
』
の
偈
に
は
、「
一
切
有
為
法
、如
二
夢
幻
泡
影
一
、如
レ
露
亦
如
レ
電
、

応
作
二
如
是
観
一
」
と
あ
り
、
一
切
の
有
為
法
（
因
縁
の
和
合
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
た
も
の
）
は
、
夢
・
幻
・
泡
・
影
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
露
・
電
の
よ
う
で

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
涅
槃
経
』
巻
三
十
八
に
も
、「
如
二
朝
露
一
勢
不
二
久
停
一
」

と
あ
る
よ
う
に
、
露
は
儚
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、『
維
摩
詰
所
説
経
』
に
説
く
無
常
の
喩
え
で
あ
る
「
聚
沫
・
泡
・
炎
・
芭
蕉
・

幻
・
夢
・
影
・
響
・
浮
雲
・
電
」
の
十
喩
の
一
部
と
共
通
す
る
。

　

ま
た
、『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
八
に
収
録
さ
れ
る
「
慧
日
永
明
寺
主
智
覚
禅
師
延

寿
集
」
に
は
、「
一
世
間
凡
夫
解
者
、
只
知
二
浮
生
短
促
一
、
如
二
夢
不
一
レ
久
」
と
、

浮
生
の
短
さ
を
す
ぐ
に
覚
め
る
夢
に
喩
え
て
い
る
表
現
が
あ
る
。『
続
高
僧
伝
』

巻
七
に
、「
定
知
二
世
相
無
常
浮
生
虚
偽
一
、
譬
如
三
朝
露
其
停
二
幾
何
一
」
と
、
世

相
と
浮
生
は
無
常
な
も
の
で
あ
り
、
朝
露
の
よ
う
に
消
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
十
五
と
十
六
句
は
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
老
荘
思
想
に

15
．「
浮
生
薤
上
露
」

　
「
浮
生
」
は
、
人
生
の
意
で
あ
り
、『
荘
子
』
外
篇
の
刻
意
の
「
其
生
若
レ
浮
、

其
死
若
レ
休
」
に
よ
っ
た
言
葉
で
あ
る
。「
其
生
若
レ
浮
、其
死
若
レ
休
」
に
つ
い
て
、

『
荘
子
集
釈
』
で
は
「
夫
聖
人
動
静
無
レ
心
、
死
生
一
貫
。
故
其
生
也
如
二
浮
漚
之

起
一
、
変
化
俄
然
。
其
死
也
若
二
疲
労
休
息
一
、
曾
無
二
繋
恋
一
也
」
と
解
釈
し
て

い
る
。
聖
人
は
行
動
し
て
い
る
時
も
静
か
に
し
て
い
る
時
と
同
じ
く
意
志
や
感
情

に
よ
っ
て
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
生
き
る
時
と
死
ぬ
時
と
も
何
の
変
わ
り

も
な
い
。
聖
人
の
生
は
水
面
に
突
然
立
つ
泡
の
よ
う
に
変
化
が
激
し
く
、
聖
人
の

死
は
疲
れ
て
休
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
、何
事
に
も
未
練
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

　
「
薤
露
」
は
、
崔
豹
『
古
今
注
』
の
「
薤
露
、
蒿
里
、
並
喪
歌
、
出
二
田
横
門

人
一
。
横
自
殺
、門
人
傷
レ
之
、為
レ
之
悲
歌
、言
三
人
命
如
二
薤
上
之
露
一
易
二
晞
滅
一
、

亦
謂
三
人
死
魂
精
歸
二
乎
蒿
里
一
。
故
有
二
二
章
一
、
其
一
曰
、
薤
上
朝
露
何
易
レ
晞
、

露
晞
明
朝
更
復
落
、
人
死
一
去
何
時
帰
」
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
人
の
命
な
ど

消
え
や
す
い
も
の
の
喩
え
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

十
五
句
で
は
、
人
生
は
薤
の
上
に
置
く
露
の
よ
う
に
儚
く
消
え
や
す
い
と
悲
嘆

し
、
運
命
の
転
変
や
栄
枯
盛
衰
の
定
ま
ら
な
い
人
生
は
無
常
で
あ
る
と
表
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

16
．「
栄
華
夢
中
春
」

　
「
栄
華
は
夢
中
の
春
」
と
は
、
栄
華
は
す
ぐ
に
醒
め
る
夢
の
中
の
春
の
よ
う
に

短
く
、
儚
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
李
白
の
「
古
風
」
詩
五
十
九
首

の
第
三
十
九
首
に
、「
栄
華
東
流
水
、
万
事
皆
波
瀾
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
六
一
）

と
あ
り
、
栄
華
は
東
に
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、
一
度
去
れ
ば
再
び
戻
る
こ
と
が
な

い
と
、栄
華
の
儚
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
白
居
易
の
「
想
二
東
遊
一
五
十
韻
」
に
、「
幻

世
春
来
夢
、
浮
生
水
上
漚
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
五
〇
）
と
あ
り
、
幻
の
よ
う
な
世

の
中
は
春
に
見
る
夢
の
よ
う
に
短
く
、
儚
い
人
生
は
水
の
上
に
あ
る
泡
の
よ
う
に

（
七
）
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だ
ろ
う
か
、
い
や
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
楽
し
み
の
時
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
の

が
ま
こ
と
に
残
念
だ
と
、
兼
明
親
王
は
自
分
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

19
．
20
．「
不
撃
缶
而
歌
、
何
以
慰
吾
身
」

　
「
缶
」
は
、水
や
酒
を
入
れ
る
か
め
で
あ
り
、古
代
で
は
打
楽
器
と
し
て
用
い
た
。

『
詩
経
』
陳
風
の
宛
丘
の
「
坎
其
撃
レ
缶
、
宛
丘
之
道
」
や
、『
易
経
』
離
の
「
不

二
鼓
レ
缶
而
歌
一
、
則
大
耋
之
嗟
」、『
史
記
』
巻
八
十
一
の
廉
頗
藺
相
如
伝
の
「
某

年
某
日
、
秦
王
為
二
趙
王
一
撃
レ
缶
」
な
ど
に
あ
る
「
撃
レ
缶
」「
鼓
レ
缶
」
は
、
宴

会
の
時
に
打
楽
器
を
演
奏
す
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
兼
明
親
王
は
、

酒
を
飲
み
な
が
ら
楽
器
を
演
奏
し
て
歌
わ
な
け
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
我
が
身
を
慰

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
感
歎
し
て
い
る
。
ま
た
後
に
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る

が
、
二
十
句
の
「
何
を
以
て
吾
が
身
を
慰
め
ん
」
と
い
う
表
現
は
、
白
居
易
「
郡

斎
旬
暇
始
命
宴
呈
二
座
客
一
示
二
郡
寮
一
」
の
「
微
二
彼
九
日
勤
一
、
何
以
治
二
吾
民
一
。

微
二
此
一
日
醉
一
、何
以
楽
二
吾
身
一
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
四
四
）
に
見
ら
れ
る
「
何

を
以
て
吾
が
身
を
楽
し
め
ん
」
と
類
似
し
て
い
る
。

　

十
七
か
ら
二
十
句
の
ま
と
め
の
部
分
で
は
、
兼
明
親
王
は
、
す
で
に
年
を
と

り
、
昔
の
楽
し
い
一
時
も
過
ぎ
去
っ
て
二
度
と
戻
る
こ
と
が
な
い
、
こ
ん
な
自
分

に
と
っ
て
は
、
詩
歌
と
酒
に
身
を
寄
せ
な
け
れ
ば
、
高
ぶ
っ
た
憤
懣
の
気
持
ち
を

静
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
実
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
全
体
を
ま
と
め

て
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

兼
明
親
王
は
、「
座
左
銘
」
で
述
べ
て
い
る
の
は
、確
か
に
訓
戒
の
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
言
葉
は
た
だ
訓
戒
の
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の

人
生
へ
の
回
顧
で
あ
り
、
社
会
の
暗
い
現
実
に
対
し
て
自
分
の
無
力
さ
を
嘆
く
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
現
実
か
ら
逃
避
を
し
な
が
ら
も
人
生
に
納
得
で
き
な
い
心
情

を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
仏
教
的
な
要
素
が
よ
り
強
い
表
現
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
九
句
か
ら
十
六
句
ま
で
、
兼
明
親
王
が
述
べ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
自
分
は
公
事
に
お
い
て
も
、
私
事
に
お
い
て
も
、
外
に
お
い
て
も
、
内
に
お

い
て
も
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
世
の
中
に
は
悪
い
こ
と
が
多
い
。

悪
い
こ
と
に
対
し
て
は
耳
に
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
悪
い
こ
と
を
自
分
の
口
か
ら
言

お
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
き
た
が
、
高
い
地
位
に
い
る
自

分
は
、
名
利
を
求
め
な
く
て
も
、
周
り
か
ら
恨
ま
れ
る
。
高
い
地
位
に
昇
っ
て
い

て
も
、
気
持
ち
よ
く
そ
の
場
に
長
く
居
る
こ
と
が
で
き
ず
、
栄
華
を
手
に
入
れ
て

も
、
栄
華
は
永
遠
不
変
の
も
の
で
も
な
い
。
人
生
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
露
の
よ
う

に
儚
く
消
え
や
す
い
、無
常
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
兼
明
親
王
は
こ
の
部
分
で
、

自
分
の
遭
遇
し
た
こ
と
を
も
と
に
人
生
の
無
常
を
歎
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
句
か
ら
八
句
ま
で
は
儒
教
の
思
想
が
見
ら
れ
、
九
句
か
ら

十
六
句
ま
で
は
老
荘
思
想
や
仏
教
的
な
考
え
も
含
ん
で
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

17
．
18
．「
争
奈
齢
空
邁
、
可
惜
過
良
辰
」

　
『
文
選
』
の
「
呉
都
賦
」
に
、「
歓
情
留
、
良
辰
征
」
と
あ
る
。「
良
辰
」
と
は
、

良
い
時
、
楽
し
い
時
の
こ
と
で
あ
り
、
楽
し
い
時
は
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
白
居
易
の
「
読
レ
史
」
に
「
楚
懐
放
二
霊
均
一
、
国
政
亦
荒
淫
。
彷

徨
未
レ
忍
レ
決
、繞
レ
沢
行
悲
吟
。漢
文
疑
二
賈
生
一
、謫
置
二
湘
之
陰
一
。是
時
刑
方
措
、

此
去
難
レ
為
レ
心
。
士
生
一
代
間
、
誰
不
レ
有
二
浮
沈
一
。
良
時
真
可
レ
惜
、
乱
世
何

足
レ
欽
。
乃
知
二
汨
羅
恨
一
、
未
抵
二
長
沙
深
一
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
二
五
）
と
、「
良

い
時
真
に
惜
し
む
べ
し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
昔
不
遇
だ
っ
た
屈
原
や

賈
誼
を
例
に
挙
げ
、一
生
の
中
で
誰
で
も
栄
え
る
時
と
衰
え
る
時
が
あ
る
と
言
い
、

良
い
時
が
過
ぎ
去
っ
て
本
当
に
惜
し
く
て
残
念
だ
と
述
べ
て
い
る
。
十
七
句
と

十
八
句
で
は
、
何
を
な
す
こ
と
も
な
く
年
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

（
八
）
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崔
瑗
の
「
座
右
銘
」
は
『
文
選
』
巻
五
十
六
の
銘
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全

文
と
読
み
下
し
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

無
道
人
之
短
、
無
説
己
之
長
。
施
人
慎
勿
念
、
受
施
慎
勿
忘
。

世
誉
不
足
慕
、
唯
仁
為
紀
綱
。
隠
心
而
後
動
、
謗
議
庸
何
傷
。

無
使
名
過
実
、
守
愚
聖
所
臧
。
在
涅
貴
不
淄
、
曖
曖
内
含
光
。

柔
弱
生
之
徒
、
老
氏
誡
剛
強
。
行
行
鄙
夫
志
、
悠
悠
故
難
量
。

慎
言
節
飲
食
、
知
足
勝
不
祥
。
行
之
苟
有
恒
、
久
久
自
芬
芳
。

人
の
短
を
道
ふ
こ
と
無
か
れ
、
己
の
長
を
説
く
こ
と
無
か
れ
。

人
に
施
し
て
は
慎
ん
で
念お
も

ふ
こ
と
勿
か
れ
、
施
し
を
受
け
て
は
慎
ん
で
忘
る

る
こ
と
勿
か
れ
。

世
誉
は
慕
ふ
に
足
ら
ず
、
唯
だ
仁
の
み
を
紀
綱
と
為
せ
。

心
に
隠は
か

り
て
後
動
け
、
謗
議
庸
何
ぞ
傷
ま
ん
。

名
を
し
て
実
に
過
ぎ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
、
愚
を
守
る
は
聖
の
臧よ
み

す
る
所
な

り
。

涅
に
在
り
て
淄
ま
ざ
る
を
貴
び
、
曖
曖
と
し
て
内
に
光
を
含
め
。

柔
弱
は
生
の
徒
、
老
氏
剛
強
を
誡
む
。

行
行
た
る
は
鄙
夫
の
志
、
悠
悠
た
る
は
故
よ
り
量
り
難
し
。

言
を
慎
ん
で
飲
食
を
節
し
、
足
る
を
知
れ
ば
不
祥
に
勝
つ
。

之
を
行
ひ
て
苟
も
恒
有
ら
ば
、
久
久
と
し
て
自
ら
芬
芳
あ
ら
ん
。

　

崔
瑗
は
「
座
右
銘
」
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
人
の
短
所
は
言
っ

て
は
い
け
な
い
、
自
分
の
長
所
は
自
慢
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
人
に
恩
を
施
し

た
ら
早
く
忘
れ
よ
、
だ
が
、
人
か
ら
恩
を
受
け
た
ら
決
し
て
忘
れ
る
な
。
世
間
の

名
誉
を
得
よ
う
な
ど
と
思
う
な
、
た
だ
仁
を
心
の
寄
り
所
に
せ
よ
。
心
の
な
か
で

十
分
考
え
て
か
ら
行
動
に
移
せ
ば
、
人
に
非
謗
さ
れ
心
を
傷
め
る
こ
と
も
な
い
だ

第
二
章
、
崔
瑗
「
座
右
銘
」
と
白
居
易
「
続
座
右
銘
」

　

兼
明
親
王
が
「
座
左
銘
」
の
序
文
で
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
座
左
銘
」
は
中

国
の
崔
子
玉
の
「
座
右
銘
」
と
白
居
易
の
「
続
座
右
銘
」
に
続
い
て
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
な
ら
ば
「
座
左
銘
」
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
中
国
の
二
銘
の

内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、「
座
右
銘
」
と
「
続
座
右
銘
」
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
ん
な
内
容
か
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
崔
子
玉
の
「
座
右
銘
」
を
見
て
み
る
。

　
『
後
漢
書
』
巻
五
十
二
の
崔
瑗
伝
に
よ
る
と
、
崔
子
玉
の
名
は
崔
瑗
（
七
七
〜

一
四
二
）、
子
玉
は
字
で
あ
る
。
後
漢
中
期
の
文
豪
崔

（
？
〜
九
二
）
の
子
で
、

学
者
で
あ
る
。
早
く
父
を
失
っ
た
が
、
志
を
強
く
持
ち
学
を
好
み
、
父
の
業
を
継

い
だ
。
十
八
歳
で
京
師
に
上
り
、
四
十
歳
で
始
め
て
郡
吏
と
な
っ
た
。
後
、
茂
才

に
挙
げ
ら
れ
、
汲
県
の
令
に
遷
り
、
後
に
済
北
郡
の
丞
相
と
な
り
、
六
十
六
歳
の

時
に
病
没
し
た
。
彼
は
士
を
愛
し
、
賓
客
を
好
ん
で
盛
ん
に
歓
待
し
た
た
め
、
財

産
も
な
く
生
活
も
質
素
で
あ
っ
て
、
清
貧
の
名
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
文
辞
に
秀

で
て
、
書
、
記
、
箴
、
銘
に
も
っ
と
も
長
け
て
い
る
と
い
う
。『
文
選
』
呂
延
済
の

題
注
「
瑗
兄
璋
為
レ
人
所
レ
殺
、
瑗
遂
手
刃
二
其
仇
一
、
亡
命
、
蒙
レ
赦
而
出
、
作
二

此
銘
一
以
自
戒
、
嘗
置
二
座
右
一
、
故
曰
二
座
右
銘
一
也
」
に
よ
る
と
、
崔
瑗
は
若
い

時
に
、
意
気
込
み
が
強
く
、
感
情
的
に
事
を
運
び
、
熟
考
に
欠
け
て
い
る
の
で
、

兄
の
敵
に
復
讐
す
る
た
め
に
人
を
殺
し
て
し
ま
い
、
亡
命
し
て
流
浪
の
身
と
な
っ

た
。
幸
い
大
赦
に
よ
り
罪
を
免
れ
て
郷
里
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に
、
そ
の

苦
し
み
を
思
い
出
し
、
そ
こ
か
ら
教
訓
を
汲
み
取
り
、
自
分
を
戒
め
る
た
め
に
こ

の
銘
文
を
作
り
、
常
に
座
右
に
置
い
て
い
た
の
で
、「
座
右
銘
」
と
呼
ば
れ
た
の
だ

と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
崔
瑗
は
朝
夕
に
自
分
の
言
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
勉
学
に

励
み
、
や
っ
と
出
世
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
文
辞
に
長
け
た
学
者
と
な
っ
た
。
崔

瑗
の
こ
の
「
座
右
銘
」
は
、
中
国
の
座
右
銘
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
九
）
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な
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
崔
瑗
は
最
終
的
に
出
世
し
て
、
人
か
ら

尊
敬
さ
れ
る
学
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
銘
の
全
体
は
、
自
分
の
犯
し
た
過
ち
を

正
す
姿
勢
が
強
く
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
為
す
べ
き
こ
と
と
為
す
べ
き
で
な
い
こ

と
を
き
ち
ん
と
区
別
す
れ
ば
、
立
派
な
人
間
に
な
れ
る
と
希
望
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も
読
み
取
れ
る
。
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」
の
全
体
は
、
儒
家
思
想
と
道
家
思
想
に

基
づ
き
、
プ
ラ
ス
思
考
の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
白
居
易
（
七
七
二
〜

八
四
六
）
の
「
続
座
右
銘
」
を
確
認
す
る
。

崔
子
玉
座
右
銘
、
余
窃
慕
之
。
雖
未
能
尽
行
、
常
書
屋
壁
、

然
其
間
似
有
未
尽
者
。
因
続
為
座
右
銘
云
。

勿
慕
貴
与
富
、
勿
憂
賎
与
貧
。
自
問
道
何
如
、
貴
賎
安
足
云
。

聞
毀
勿
戚
戚
、
聞
誉
勿
欣
欣
。
自
顧
行
何
如
、
毀
誉
安
足
論
。

無
以
意
傲
物
、
以
遠
辱
於
人
。
無
以
色
求
事
、
以
自
重
其
身
。

遊
与
邪
分
岐
、
居
与
正
為
隣
。
於
中
有
取
捨
、
此
外
無
疎
親
。

修
外
以
及
内
、
静
養
和
与
真
。
養
内
不
遺
外
、
動
率
義
与
仁
。

千
里
始
足
下
、
高
山
起
微
塵
。
吾
道
亦
如
此
、
行
之
貴
日
新
。

不
敢
規
他
人
、
聊
自
書
諸
紳
。
終
身
且
自
勗
、
身
歿
貽
後
昆
。

後
昆
苟
反
是
、
非
我
之
子
孫
。

崔
子
玉
の
座
右
の
銘
は
、
余
窃ひ

そ

か
に
之
を
慕
ふ
。
未
だ
尽
く
は
行
ふ
こ

と
能
は
ず
し
て
、
常
に
屋
壁
に
書
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其そ

間こ

に
未
だ

尽
く
さ
ざ
る
者
有
る
に
似
た
り
。
因
り
て
続
い
で
座
右
の
銘
を
為
る
と

云
ふ
。

貴
と
富
と
を
慕
ふ
こ
と
勿
く
、
賎
と
貧
と
を
憂
ふ
る
こ
と
勿
か
れ
。

自
ら
問
へ
道
は
何い
か
ん如
と
、
貴
賎
安
く
ん
ぞ
云
ふ
に
足
ら
ん
。

ろ
う
。
実
績
以
上
の
評
判
が
た
た
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
愚
直
を
守
る
こ
と
こ
そ
聖

人
の
奨
励
す
る
こ
と
。
黒
い
泥
の
な
か
に
い
て
も
黒
く
染
ま
ら
ず
、
ま
わ
り
に
影

響
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
、
外
見
が
愚
か
者
の
よ
う
で
い
て
内
に
輝
き
を
も
て
と
い

う
。
こ
こ
ま
で
は
、『
論
語
』
な
ど
儒
家
思
想
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
注
四
）

　

続
け
て
、
柔
ら
か
く
し
な
や
か
な
こ
と
が
こ
の
世
を
生
き
る
道
、
老
子
も
剛
強

を
戒
め
て
い
る
。
強
が
り
で
威
張
り
ち
ら
し
て
生
き
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
男
の
考

え
る
こ
と
、悠
々
と
し
た
生
き
方
は
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深
い
。
言
葉
を
慎
み
、

暴
飲
暴
食
を
せ
ず
、
足
り
る
こ
と
を
心
得
て
い
れ
ば
災
い
に
も
勝
て
る
。
以
上
の

こ
と
を
常
に
行
え
ば
、
長
い
間
お
の
ず
か
ら
香
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。
後
半
の
こ
の
部
分
は
、
老
子
の
道
家
思
想
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
柔
弱
は
生
の
徒
、
老
氏
剛
強
を
誡
む
」
は
、『
老
子
』
戒
強
第
七
十
六
の
「
人

之
生
也
柔
弱
、
其
死
也
堅
強
。
…
故
堅
強
者
死
之
徒
、
柔
弱
者
生
之
徒
」
を
踏
ま

え
た
表
現
で
あ
る
。『
老
子
』
の
戒
強
で
は
、
人
が
生
ま
れ
出
る
時
は
、
そ
の
体

は
柔
弱
で
あ
る
が
、
死
ぬ
と
体
は
硬
く
強
ば
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
堅
く
強
い
者

は
死
の
仲
間
で
あ
り
、
柔
ら
か
く
弱
い
者
は
生
の
仲
間
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、「
足
る
を
知
れ
ば
不
祥
に
勝
つ
」
と
い
う
表
現
も
、『
老
子
』
立
戒
第
四
十
四

の「
知
レ
足
不
レ
辱
、知
レ
止
不
レ
殆
、可
二
以
長
久
一
」を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。『
老

子
』
の
立
戒
で
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
は
名
や
財
で
は
な
く

身
で
あ
る
と
し
、
欲
望
を
適
度
に
制
し
て
、
足
る
を
知
り
、
止
ま
る
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、身
を
長
久
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
崔
瑗
は
『
老
子
』

の
こ
れ
ら
の
教
え
に
従
っ
て
、
柔
軟
に
生
き
、
知
足
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　

崔
瑗
は
自
分
の
過
去
を
鑑
と
し
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ
な
い
た
め
に
、
自

分
の
為
す
べ
き
こ
と
と
為
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
列
挙
し
、
常
に
身
辺
に
置
く
銘

と
し
て
自
分
を
戒
め
た
。
銘
の
最
後
で
「
之
を
行
ひ
て
苟
も
恒
有
ら
ば
、
久
久
と

し
て
自
ら
芬
芳
あ
ら
ん
」
と
、
常
に
こ
の
よ
う
に
実
行
す
れ
ば
、
立
派
な
人
間
に

（
十
）
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也
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。（
注
五
）
孔
子
は
、
富
貴
を
欲
し
、
貧
賎
を
悪
む
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
君
子
は
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
得
た
富
貴
に
安
ん
じ
な
い
、

立
派
な
こ
と
を
し
て
貧
賎
と
な
っ
て
も
、
あ
え
て
貧
賎
か
ら
去
ろ
う
と
し
な
い
と

説
い
て
い
る
。
白
居
易
は
、
孔
子
の
こ
の
考
え
を
導
入
し
、
貧
富
の
立
場
は
重
ん

じ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
行
い
の
方
法
が
正
し
い
か
ど
う
か
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

五
句
か
ら
八
句
の
「
毀
る
を
聞
く
も
戚
戚
た
る
勿
く
、
誉
む
る
を
聞
く
も
欣
欣

た
る
勿
か
れ
。
自
ら
顧
み
よ
行
ひ
は
何
如
と
、毀
誉
安
く
ん
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
」

は
、
悪
口
を
耳
に
し
て
も
く
よ
く
よ
し
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
賛
辞
を
耳
に
し
て

も
浮
き
浮
き
し
て
は
な
ら
な
い
、
自
分
自
身
で
こ
の
よ
う
な
評
判
を
生
ん
だ
自
分

の
言
行
が
道
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
反
省
す
べ
き
で
あ
り
、
悪
口
や
賛
辞
と

い
う
表
面
的
な
も
の
を
論
ず
る
に
足
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
四
句

で
述
べ
て
い
る
の
は
、
崔
瑗
「
座
右
銘
」
の
五
句
か
ら
八
句
の
「
世
誉
は
慕
ふ
に

足
ら
ず
、
唯
だ
仁
の
み
を
紀
綱
と
為
せ
。
心
に
隠
り
て
後
動
け
、
謗
議
庸
何
ぞ
傷

ま
ん
」
に
基
づ
い
た
考
え
で
あ
り
、
前
掲
の
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、『
論
語
』
や
『
詩
経
』
を
踏
ま
え
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

九
句
か
ら
二
十
句
の
「
意
を
以
て
物
に
傲
る
こ
と
無
く
、
以
て
人
よ
り
辱
め
ら

る
る
に
遠
ざ
か
れ
。
色
を
以
て
事
を
求
む
る
こ
と
無
く
、
以
て
自
ら
其
の
身
を
重

ん
ぜ
よ
。
遊
び
て
は
邪
と
岐
を
分
か
ち
、
居
り
て
は
正
と
隣
を
為
せ
。
中
に
於
い

て
取
捨
す
る
こ
と
有
り
、
此
の
外
に
は
疎
親
無
し
。
外
を
修
め
て
以
て
内
に
及
ぼ

し
、
静
か
に
し
て
和
と
真
と
を
養
へ
。
内
を
養
ひ
て
外
を
遺
れ
ず
、
動
き
て
義
と

仁
と
に
率
へ
」で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。利
己
的
な
意
図
で
人
々

に
お
ご
り
高
ぶ
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
人
々
か
ら
侮
辱
さ
れ
る
事
態
を
避
け
、

ま
た
物
欲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
物
事
を
他
人
に
求
め
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
自

分
自
身
の
人
格
を
大
切
に
せ
よ
。
外
に
出
た
と
き
は
邪
悪
と
一
線
を
画
し
、
内
に

居
る
と
き
は
方
正
を
心
掛
け
よ
。
自
分
の
内
面
に
こ
そ
取
捨
の
基
準
が
あ
り
、
こ

毀
る
を
聞
く
も
戚
戚
た
る
勿
く
、
誉
む
る
を
聞
く
も
欣
欣
た
る
勿
か
れ
。

自
ら
顧
み
よ
行
ひ
は
何
如
と
、
毀
誉
安
く
ん
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
。

意
を
以
て
物
に
傲お

ご

る
こ
と
無
く
、
以
て
人
よ
り
辱
め
ら
る
る
に
遠
ざ
か
れ
。

色
を
以
て
事
を
求
む
る
こ
と
無
く
、
以
て
自
ら
其
の
身
を
重
ん
ぜ
よ
。

遊
び
て
は
邪
と
岐
を
分
か
ち
、
居
り
て
は
正
と
隣
を
為
せ
。

中
に
於
い
て
取
捨
す
る
こ
と
有
り
、
此
の
外
に
は
疎
親
無
し
。

外
を
修
め
て
以
て
内
に
及
ぼ
し
、
静
か
に
し
て
和
と
真
と
を
養
へ
。

内
を
養
ひ
て
外
を
遺
れ
ず
、
動
き
て
義
と
仁
と
に
率し
た
がへ
。

千
里
は
足
下
よ
り
始
ま
り
、
高
山
は
微
塵
よ
り
起
こ
る
。

吾
が
道
も
亦
た
此
く
の
如
く
、之
を
行
ひ
て
日
に
新
た
な
ら
ん
こ
と
を
貴
ぶ
。

敢
へ
て
他
人
に
規た
だ

さ
ず
、
聊い
さ
さ自
か
諸こ
れ

を
紳
に
書
す
。

身
を
終
ふ
る
ま
で
且し
ば
らく
自
ら
勗つ
と

め
、
身
歿
し
な
ば
後
昆
に
貽
さ
ん
。

後
昆
苟い
や
しく
も
是
に
反そ
む

か
ば
、
我
の
子
孫
に
非
ず
。

　

序
文
に
よ
る
と
、
白
居
易
は
、
敬
慕
す
る
後
漢
の
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」
を
居
室

の
壁
に
書
き
掲
げ
て
、我
が
身
の
訓
戒
と
し
、そ
の
実
践
を
期
し
て
き
た
。し
か
し
、

そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
、さ
ら
に
「
続
座
右
銘
」
を
作
っ

て
、
自
分
の
向
上
を
図
っ
た
と
あ
る
。

　

最
初
の
四
句
「
貴
と
富
と
を
慕
ふ
こ
と
勿
く
、
賎
と
貧
と
を
憂
ふ
る
こ
と
勿
か

れ
。
自
ら
問
へ
道
は
何
如
と
、
貴
賎
安
く
ん
ぞ
云
ふ
に
足
ら
ん
」
で
は
、
貴
い
身

分
と
金
持
ち
と
を
憧
れ
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
そ
の
反
対
に
、
賎
し
い
身
分
と
貧

乏
と
を
苦
に
し
て
も
い
け
な
い
。
自
分
自
身
に
そ
れ
を
得
た
方
法
が
道
に
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
問
い
た
だ
す
べ
き
で
あ
り
、
貴
い
身
分
や
賎
し
い
身
分
と
い
う

表
面
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
あ
れ
こ
れ
言
う
に
足
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
子
曰
、
富
与
レ
貴
是
人
之
所
レ
欲
也
。
不
レ
以
二
其
道
一
得
レ

之
、
不
レ
処
也
。
貧
与
レ
賎
、
是
人
之
所
レ
悪
也
。
不
レ
以
二
其
道
一
得
レ
之
、
不
レ
去

（
十
一
）
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な
ら
ん
こ
と
を
貴
ぶ
」
は
、
わ
が
道
も
や
は
り
「
微
塵
を
積
ん
で
山
と
成
す
」
と

同
じ
く
、
道
を
実
行
す
る
に
は
日
ご
と
に
新
し
く
進
展
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
二
十
五
句
か
ら
最
後
の
「
敢
へ
て
他
人
に
規
さ
ず
、
聊
自

か
諸
を
紳
に
書
す
。
身
を
終
ふ
る
ま
で
且
く
自
ら
勗
め
、
身
歿
し
な
ば
後
昆
に
貽

さ
ん
。
後
昆
苟
く
も
是
に
反
か
ば
、
我
の
子
孫
に
非
ず
」
は
、
こ
れ
ら
の
訓
戒
を

他
人
に
押
し
付
け
ず
、
い
さ
さ
か
着
物
の
帯
に
書
き
付
け
て
自
分
自
身
を
戒
め
る

も
の
と
す
る
。
今
後
一
生
涯
及
ば
ず
な
が
ら
自
分
な
り
に
努
力
し
、
自
分
が
死
ん

で
も
子
孫
に
こ
れ
を
伝
え
た
い
。
も
し
子
孫
が
そ
れ
に
違
反
し
た
ら
、
も
う
私
の

子
孫
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
白
居
易
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
子
孫
ま
で
も
こ

の
訓
戒
通
り
に
す
べ
き
だ
と
要
求
し
、
こ
の
銘
の
通
り
に
実
行
す
れ
ば
豊
か
な
人

間
に
な
れ
る
と
の
確
信
を
持
っ
て
い
る
。
銘
の
全
体
で
は
、
や
は
り
崔
瑗
の
「
座

右
銘
」
と
同
じ
く
プ
ラ
ス
思
考
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
見
た
よ
う
に
、兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
が
基
づ
い
た
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」

と
白
居
易
の
「
続
座
右
銘
」
は
、
共
に
自
分
、
或
い
は
自
分
も
含
め
て
後
代
へ
の

訓
戒
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」
に
は
儒
家
思
想
と
道
家
思
想

が
見
ら
れ
、
白
居
易
の
「
続
座
右
銘
」
で
は
儒
家
思
想
が
そ
の
中
心
と
な
る
が
、

老
荘
思
想
や
仏
教
思
想
も
わ
ず
か
な
が
ら
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
、
崔
瑗
「
座
右
銘
」
と
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
と
の
比
較

　

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
と
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」、
白

居
易
の
「
続
座
右
銘
」
と
で
は
、ど
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
と
比
較
し
な
が
ら
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
座
左
銘
」
の
冒
頭
に
は
、「
忠
を
以
て
そ
の
君
に
事
ふ
」
と
い
う
句
が
置
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
兼
明
親
王
の
臣
と
し
て
の
立
場
や
、
臣
と
し
て
の
為
す
べ
き

事
が
一
番
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
崔
瑗
「
座

れ
以
外
に
は
遠
近
の
基
準
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
外
面
的
な
言
行
を
正
し
く

し
て
そ
れ
を
内
面
的
な
精
神
に
ま
で
及
ぼ
し
て
、
平
静
に
し
て
い
る
と
き
は
和
順

と
正
真
の
心
を
養
え
。
ま
た
内
面
的
な
精
神
を
養
っ
て
も
外
面
的
な
言
行
を
忘
れ

な
い
で
、
行
動
し
て
い
る
と
き
は
仁
愛
と
正
義
の
道
を
守
れ
。
こ
の
部
分
も
ほ
と

ん
ど
儒
教
の
教
え
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
を
豊
か
な
人
間
に
で
き

る
の
か
を
考
え
、
人
と
し
て
の
道
理
、
為
す
べ
き
こ
と
、
人
と
し
て
の
歩
む
べ
き

道
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
十
五
句
の
「
中
に
於
い
て
取
捨
す
る
こ
と
有
り
」
は
、

『
荘
子
』
天
運
篇
の
「
無
レ
主
二
於
中
一
」
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
無
レ
主
二
於
中
一
」
に
つ
い
て
、
唐
の
成
玄
英
の
疏
で
は
、「
若
使
中
心
無
二
受
道
之

主
一
、
假
令
聞
二
於
聖
説
一
、
亦
不
レ
能
三
止
住
二
於
胸
懐
一
、
故
知
レ
無
レ
他
也
」
と
解

釈
し
、
物
事
の
根
幹
と
な
る
中
心
部
分
に
、
道
を
受
け
る
主
、
即
ち
内
面
に
物
事

を
決
め
る
基
準
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
崔
瑗
「
座
右
銘
」
の
全
文
の
長
さ
と
同
じ
く
二
十
句
で
あ
る
。
白
居
易

は
こ
こ
ま
で
、
自
分
を
戒
め
る
内
容
を
す
べ
て
述
べ
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
さ
ら
に
二
十
一
句
「
千
里
は
足
下
よ
り
始
ま
り
」
以
下
の
内
容
を
付
け
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
訓
戒
を
実
行
す
る
意
義
と
、
実
行
す
る
た
め
に
持
つ
べ

き
気
持
ち
な
ど
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
自
分
だ
け
で
な
く
子
孫
ま
で
も
そ
れ
を
実
行

す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。「
千
里
は
足
下
よ
り
始
ま
り
、
高
山
は
微
塵
よ
り
起

こ
る
」
は
、
千
里
の
道
も
足
下
の
第
一
歩
か
ら
始
ま
り
、
高
峻
な
山
も
微
細
な
塵

か
ら
積
も
り
始
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
微
塵
」
と
は
、
極
め
て
小
さ
な
塵

埃
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
用
語
で
あ
る
。「
高
山
は
微
塵
よ
り
起
こ
る
」
は
、『
大

智
度
論
』
巻
九
十
四
の
「
積
二
微
塵
一
成
レ
山
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
二
十

句
ま
で
の
内
容
に
は
儒
家
思
想
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
句
に
は
、
仏

典
の
教
え
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
何
事
も
初
歩
か
ら
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
れ
ば
、

大
き
な
結
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
、
地
味
な
努
力
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

二
十
三
、二
十
四
句
の
「
吾
が
道
も
亦
た
此
く
の
如
く
、
之
を
行
ひ
て
日
に
新
た

（
十
二
）
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七
、八
句
の
「
久
要
は
旧
き
を
忘
る
る
こ
と
勿
く
、
一
言
も
恩
を
忘
る
る
こ
と

勿
か
れ
」
は
、
崔
瑗
「
座
右
銘
」
四
句
の
「
施
し
を
受
け
て
は
慎
ん
で
忘
る
る
こ

と
勿
か
れ
」
を
踏
ま
え
た
内
容
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

九
句
か
ら
十
二
句
の
「
疣
蠹
は
耳
よ
り
入
る
、
聞
く
所
な
き
に
如
か
ず
。
禍
胎

は
口
よ
り
出
づ
、
す
べ
か
ら
く
そ
の
唇
を
緘
む
べ
し
」
は
、
崔
瑗
の
五
句
か
ら
八

句
「
世
誉
は
慕
ふ
に
足
ら
ず
、
唯
だ
仁
の
み
を
紀
綱
と
為
せ
。
心
に
隠
り
て
後
動

け
、
謗
議
庸
何
ぞ
傷
ま
ん
」
と
、
白
居
易
の
五
句
か
ら
八
句
「
毀
る
を
聞
く
も
戚

戚
た
る
勿
く
、
誉
む
る
を
聞
く
も
欣
欣
た
る
勿
か
れ
。
自
ら
顧
み
よ
行
ひ
は
何
如

と
、毀
誉
安
く
ん
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
」
の
部
分
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

崔
瑗
の
五
句
か
ら
八
句
は
、
世
間
の
誉
れ
を
羨
ま
ず
、
誹
謗
さ
れ
て
も
心
を
傷
め

る
こ
と
が
な
い
と
、
誉
れ
と
誹
謗
の
両
方
か
ら
述
べ
て
い
る
。
白
居
易
の
五
句
か

ら
八
句
も
、
悪
口
を
耳
に
し
て
も
気
持
ち
を
沈
め
ず
、
賛
辞
を
耳
に
し
て
も
気
持

ち
を
高
め
な
い
、
悪
口
や
賛
辞
は
論
ず
る
に
足
ら
な
い
と
、
や
は
り
誉
れ
と
悪
口

の
両
方
か
ら
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
、
崔
白
両
者
が
共
に
悪
い
こ
と
を
聞
い
た
後

の
為
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
崔
瑗
は
誹
謗
を
聞
い
た
後
に
、
心

が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
ど
う
す
べ
き
か
を
対
策
と
し
て
提
示
し
、
白
居
易
は
悪
口

を
聞
い
て
も
、心
理
的
に
憂
い
悲
し
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
述
べ
る
。
し
か
し
、

兼
明
親
王
の
九
句
か
ら
十
二
ま
で
は
、
耳
か
ら
入
る
害
毒
と
口
か
ら
出
る
禍
と
い

う
悪
い
こ
と
を
例
と
し
て
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な
悪
い
こ
と
が
発
生
し
た
後
の
対
策

で
は
な
く
、
悪
い
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
最
初
か
ら
聞
か
な
い
言
わ
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
事
が
発
生
し
た
ら
も
う
遅
く
、

患
い
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
重
ん
じ
る
点
が
、
崔
白
の
表
現
と
異
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

十
三
句
の
「
利
は
恨
の
府
」
は
、
白
居
易
の
九
句
「
意
を
以
て
物
に
傲
る
こ
と

無
く
」
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
利
己
的
な
意
図
を
含
ん
で
人
々
に

驕
り
高
ぶ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
、
と
い
う
の
に
対
し
、
兼
明
親
王
は
利
ば

右
銘
」
一
句
目
の
「
人
の
短
を
道
ふ
こ
と
無
く
」
や
、
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
一

句
目
の
「
貴
と
富
と
を
慕
ふ
こ
と
勿
く
」
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
一
句
か
ら
四
句
の
「
忠
を
以
て
そ
の
君
に
事
へ
、
孝
を
以
て
そ
の
親
に

事
ふ
。
信
以
て
朋
友
に
交
は
り
、
慈
以
て
子
孫
を
撫
で
よ
」
は
、
公
私
内
外
の
こ

と
を
並
べ
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
両
者
の
重
み
や
大
切
さ
は
同
じ

く
、
両
者
は
同
レ
ベ
ル
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
も
、
崔
瑗
や

白
居
易
の
一
句
か
ら
四
句
で
表
現
し
て
い
る
内
容
と
異
な
る
。

　

五
、六
句
目
の
「
貧
し
く
し
て
志
を
下
す
こ
と
莫
く
、
富
み
て
人
に
驕
る
こ
と

莫
か
れ
」
は
、
貧
富
に
関
し
て
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
貧
富
に
関
す
る
内
容
は
崔

瑗
の
銘
に
は
な
く
、
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
の
一
、二
句
の
「
貴
と
富
と
を
慕
ふ

こ
と
勿
く
、賎
と
貧
と
を
憂
ふ
る
こ
と
勿
か
れ
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
表
現
は
類
似
す
る
が
、
内

容
は
異
な
る
。
白
居
易
の
「
貴
と
富
と
を
慕
ふ
こ
と
勿
く
、
賎
と
貧
と
を
憂
ふ
る

こ
と
勿
か
れ
」
は
、貴
い
身
分
や
富
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
憧
れ
て
は
な
ら
な
い
、

賎
し
い
身
分
や
貧
乏
を
苦
に
し
て
も
な
ら
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
内
容
か
ら
考
え

る
と
、
正
反
対
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
ど
ち
ら
も
「
貧

賎
」
を
前
提
と
し
て
、
貧
賎
で
あ
っ
て
も
富
貴
を
羨
ん
で
は
な
ら
な
い
、
貧
賎
で

あ
っ
て
も
貧
賎
で
あ
る
こ
と
を
憂
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
兼
明

親
王
の「
貧
し
く
し
て
志
を
下
す
こ
と
莫
く
、富
み
て
人
に
驕
る
こ
と
莫
か
れ
」は
、

貧
し
く
て
も
志
を
屈
し
て
は
な
ら
な
い
、
裕
福
で
も
人
に
誇
っ
て
は
な
ら
な
い
と

言
っ
て
お
り
、
正
反
対
の
二
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
二
者
を
対
比
し
て
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
貧
富
に
関
し
て
述
べ
た
部
分
で
も
、表
現
は
類
似
す
る
が
、

白
居
易
は
物
事
の
片
方
し
か
述
べ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
兼
明
親
王
は
双
方
か

ら
述
べ
、
白
居
易
の
言
っ
て
い
な
い
こ
と
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
序
文
で

書
い
た
「
そ
の
遺
れ
る
も
の
を
拾
」
ふ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
三
）
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頼
れ
な
い
と
い
う
、
人
生
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
で
あ
る
。

　

二
十
句
の
「
何
を
以
て
吾
が
身
を
慰
め
ん
」
は
、
前
掲
し
た
白
居
易
「
郡
斎

旬
暇
始
命
レ
宴
呈
二
座
客
一
示
二
郡
寮
一
」
の
「
微
二
彼
九
日
勤
一
、
何
以
治
二
吾
民
一
。

微
二
此
一
日
醉
一
、何
以
楽
二
吾
身
一
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
四
四
）
に
見
ら
れ
る
「
何

を
以
て
吾
が
身
を
楽
し
め
ん
」
と
表
現
が
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
白
居
易

が
蘇
州
刺
史
に
着
任
後
三
ヶ
月
が
経
て
、
よ
う
や
く
休
み
の
日
に
宴
会
を
開
く
こ

と
が
で
き
た
感
慨
を
詠
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
あ
の
九
日
間
の
勤
め
が
な
け
れ

ば
、
民
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
一
日
の
酔
い
が
な
け
れ
ば
、
自
分
自
身

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
白
居
易
が
酒
を
飲
む
目
的
は

「
吾
が
身
を
楽
し
む
」
た
め
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
兼
明
親
王
が
詩
酒
歌
に
耽
る

の
は
「
吾
が
身
を
慰
め
る
」
た
め
で
あ
る
。
両
作
品
で
は
、
酒
が
共
に
大
切
な
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
酒
の
果
た
す
役
割
が
異
な
っ

て
い
る
。

　

崔
瑗
「
座
右
銘
」、
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
と
兼
明
親
王
「
座
左
銘
」、
こ
の
三

者
の
違
い
に
つ
い
て
、
前
掲
し
た
川
口
久
雄
氏
が
、「
中
国
の
崔
・
白
二
銘
は
主

と
し
て
日
常
生
活
の
モ
ラ
ル
を
平
易
に
叙
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
兼
明
に
は
儒
教

的
モ
ラ
ル
に
立
ち
な
が
ら
、
末
尾
に
お
い
て
、
一
種
の
無
常
観
に
裏
う
ち
さ
れ
た

詩
酒
へ
の
傾
倒
心
酔
が
出
て
い
る
」
と
概
観
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
以
上
の
考
察

を
通
じ
て
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
と
崔
白
の
二
銘
と
の
差
異
に
つ
い
て
詳
し

く
見
て
き
た
。
崔
白
の
銘
は
自
分
や
子
孫
の
言
行
を
戒
め
る
た
め
に
あ
る
も
の
で

あ
り
、
人
間
形
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
兼
明
親
王
の
銘
は

自
分
を
戒
め
る
た
め
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
、
つ

ま
り
、
自
分
の
人
生
に
対
す
る
回
顧
で
も
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　

前
掲
し
た
大
曽
根
章
介
氏
は
、「
座
左
銘
」
は
、
君
に
忠
に
、
親
に
孝
に
、
朋

友
に
信
に
と
い
う
儒
教
主
義
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、「
浮
生
薤
上
露
、
栄
華
夢

中
春
。
争
奈
齢
空
邁
、
可
惜
過
良
辰
。
不
撃
缶
而
歌
、
何
以
慰
吾
身
」
と
あ
る
よ

か
り
を
求
め
る
と
恨
み
の
的
と
な
る
と
言
い
、
白
居
易
が
述
べ
た
こ
と
の
も
た
ら

す
結
果
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

十
四
句
の
「
名
は
実
の
賓
」
は
、
白
居
易
「
続
座
右
銘
」
に
は
類
似
す
る
表
現

が
見
ら
れ
な
い
が
、前
掲
の
用
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、崔
瑗「
座
右
銘
」九
句
の「
名

を
し
て
実
に
過
ぎ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
」
と
似
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

十
五
、十
六
句
の
「
浮
生
は
薤
上
の
露
、
栄
華
は
夢
中
の
春
」
は
、
人
生
を
儚

い
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
崔
瑗
と
白
居
易
の
銘
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い

表
現
で
あ
る
。
こ
の
二
句
は
、
兼
明
親
王
が
こ
れ
ま
で
述
べ
た
内
容
か
ら
得
た
結

論
で
あ
り
、「
座
左
銘
」
に
見
ら
れ
る
兼
明
親
王
の
独
自
の
考
え
と
な
る
。

　

十
七
句
か
ら
二
十
句
の
「
争
奈
せ
ん
齢
の
空
し
く
邁
ぐ
る
を
、
惜
し
む
べ
し
良

辰
を
過
ご
す
を
。缶
を
撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
、何
を
以
て
か
吾
が
身
を
慰
め
ん
」は
、

「
座
左
銘
」
の
ま
と
め
の
部
分
に
当
た
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、崔
瑗
は
「
座

右
銘
」
の
最
後
で
は
、「
之
を
行
ひ
て
苟
も
恒
有
ら
ば
、
久
久
と
し
て
自
ら
芬
芳

あ
ら
ん
」
と
、
銘
に
書
い
た
こ
と
を
守
り
、
常
に
行
い
続
け
れ
ば
、
自
分
の
人
生

は
長
い
間
自
ず
か
ら
輝
く
で
あ
ろ
う
と
積
極
的
な
気
持
ち
で
述
べ
て
い
る
。
白
居

易
も
「
続
座
右
銘
」
で
は
、
二
十
一
句
か
ら
二
十
八
句
「
千
里
は
足
下
よ
り
始
ま

り
、
高
山
は
微
塵
よ
り
起
こ
る
。
吾
が
道
も
亦
た
此
く
の
如
く
、
之
を
行
ひ
て
日

に
新
た
な
ら
ん
こ
と
を
貴
ぶ
。
敢
へ
て
他
人
に
規
さ
ず
、聊
自
か
諸
を
紳
に
書
す
。

身
を
終
ふ
る
ま
で
且
く
自
ら
勗
め
、
身
歿
し
な
ば
後
昆
に
貽
さ
ん
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
自
分
が
地
道
な
努
力
を
す
れ
ば
、
日
ご
と
に
新
し
い
自
分
に
出
会
え

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
子
孫
ま
で
実
行
さ
せ
る
こ
と
は
、
子
孫
の
た
め
に
も
な

る
と
確
信
し
て
い
る
点
か
ら
、
や
は
り
崔
瑗
と
同
様
に
積
極
的
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
と
異
な
っ
て
、
兼
明
親
王
が
最
後
の

ま
と
め
の
部
分
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
楽
し
い
時
も
過
ぎ
去
り
、
年
ば
か
り
と
っ

て
い
く
自
分
の
人
生
は
、
本
当
に
露
や
夢
の
よ
う
に
儚
い
も
の
だ
、
心
の
中
に
積

も
っ
て
い
る
憤
懣
を
な
く
し
、
自
分
自
身
を
慰
め
る
た
め
に
は
、
詩
酒
歌
に
し
か

（
十
四
）



─ 74 ─

北　星　論　集（文） 　第 56 巻　第２号（通巻第 69 号）

第
四
章
、
制
作
時
期

　

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
の
制
作
時
期
に
関
し
て
、
史
料
な
ど
に
は
そ
の
記
録

が
見
ら
れ
ず
、
従
来
の
研
究
に
も
そ
れ
に
関
し
て
の
考
察
が
な
い
。
た
だ
、
前
掲

の
村
田
年
子
氏
の
論
文
で
は
、「
座
左
銘
」
を
兼
明
親
王
が
左
大
臣
か
ら
左
遷
さ

れ
た
後
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
見
解
は
正
し
い
だ
ろ
う
か
。
以

上
検
討
し
た
本
文
の
内
容
を
参
考
に
、「
座
左
銘
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

全
体
に
悶
々
と
し
た
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
点
か
ら
、「
座
左
銘
」
は
兼
明
親

王
が
挫
折
に
遭
遇
し
た
時
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
明
親
王
の
挫
折
に

満
ち
た
生
涯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
従
来
の
研
究
で
す
で
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
中
で
、
今
浜
通
隆
氏
は
、
兼
明
親
王
が
遭
遇
し
た
大
き
な
挫
折
が

三
度
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
回
目
は
、
天
暦

三
（
九
四
九
）
年
兼
明
三
十
六
歳
か
ら
天
徳
二
（
九
五
八
）
年
四
十
五
歳
に
か
け

て
で
あ
り
、
母
淑
姫
や
実
弟
源
自
明
な
ど
兼
明
親
王
が
最
も
信
頼
し
て
い
た
五

人
の
身
内
を
次
々
に
失
っ
た
時
期
で
あ
る
。
二
回
目
は
、
安
和
二
（
九
六
九
）
年

五
十
六
歳
の
時
に
、
い
わ
ゆ
る
安
和
の
変
に
よ
る
源
高
明
の
政
治
的
失
脚
に
巻

き
込
ま
れ
て
、
殿
上
を
止
め
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
三
回
目
の
挫
折
は
、
貞
元
二

（
九
七
七
）
年
六
十
四
歳
の
時
に
、
兼
通
や
頼
忠
や
兼
家
な
ど
の
個
人
的
な
策
謀

の
犠
牲
に
な
っ
て
、
左
大
臣
の
地
位
を
奪
わ
れ
、
二
品
中
務
卿
の
閑
職
に
遷
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、兼
明
親
王
は
生
涯
の
中
で
度
々
挫
折
に
遭
遇
し
て
い
た
。
で
は
、

「
座
左
銘
」
を
兼
明
親
王
が
挫
折
に
遭
遇
し
た
時
の
作
品
だ
と
考
え
る
な
ら
、
こ

の
三
回
の
挫
折
の
う
ち
、
ど
の
時
の
作
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
回
目
の
挫
折
は
、
身
内
の
死
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
天
徳
二
（
九
五
八
）
年

ま
で
の
十
年
に
も
満
た
な
い
間
に
、
母
を
含
め
た
身
内
が
次
々
と
亡
く
な
っ
た
。

う
に
、
優
遊
自
適
の
生
活
を
讃
美
す
る
と
共
に
、
知
足
安
分
の
境
地
に
到
達
し
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
兼
明
親
王
が
「
座

左
銘
」
の
最
後
の
部
分
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
人
生
の
無
常
に
対
し
て
自
分
の
無

力
さ
や
、
自
分
の
人
生
に
対
し
て
納
得
で
き
な
い
心
情
で
あ
り
、
閑
適
の
生
活
に

対
す
る
讃
美
で
は
な
い
。『
広
弘
明
集
』「
唐
終
南
山
釈
氏
統
略
斉
文
宣
浄
行
法
門
」

の
「
断
絶
疑
惑
門
」
に
、「
是
以
智
人
当
二
勤
自
勉
一
、
生
老
病
死
不
レ
離
二
其
身
一
、

勿
下
生
二
疑
惑
一
一
生
空
過
上
、
今
更
出
レ
之
以
顕
二
疑
相
一
」
と
、
智
者
は
自
ら
を

努
め
励
む
べ
く
、
生
老
病
死
は
つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
人
生
は
空
し
く
過
ぎ
去
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
疑
っ
た
り
し

な
い
よ
う
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
教
え
で
は
、
人
生
は
空
し
く
過
ぎ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
疑
問
な
ど
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
し

か
し
、
兼
明
親
王
は
「
座
左
銘
」
で
、「
争
奈
せ
ん
齢
の
空
し
く
邁
ぐ
る
を
」
と
、

年
を
取
り
一
生
は
空
し
く
過
ぎ
去
る
こ
と
に
、
何
を
し
た
ら
い
い
、
ど
う
し
た
ら

い
い
と
、
表
現
の
上
で
は
問
い
か
け
た
り
、
答
を
求
め
た
り
し
て
い
る
点
は
仏
教

の
教
え
に
背
く
も
の
で
あ
り
、
知
足
し
て
い
る
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　
「
座
左
銘
」
の
中
に
は
、「
名
は
実
の
賓
な
り
」、「
浮
生
は
薤
上
の
露
」、「
栄
華

は
夢
中
の
春
」
な
ど
、
老
荘
や
仏
教
的
な
発
想
に
よ
る
表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。
欲
に
満
ち
た
世
の
中
で
挫
折
に
遭
う
な
か
で
、
兼
明
親
王
は
老
荘
や
仏
教
の

信
仰
を
持
ち
、
栄
華
や
浮
生
の
儚
さ
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時

勢
に
左
右
さ
れ
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
自
分
の
人
生
に
は
納
得
で
き
ず
、
悶
々
と
し
た
気

持
ち
か
ら
自
分
を
解
放
す
る
た
め
に
、
無
力
の
自
分
を
慰
め
る
た
め
に
、
完
全
に

老
荘
や
仏
教
の
思
想
を
頼
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
詩
酒
歌
を
求
め
た
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、「
座
左
銘
」
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
知
足
安
分
の
境
地
に
達
し

た
兼
明
親
王
で
は
な
く
、
老
荘
や
仏
教
の
信
仰
を
持
ち
な
が
ら
も
、
真
の
悟
り
を

得
て
い
な
い
兼
明
親
王
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
十
五
）
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の
十
九
句
も
「
缶
を
撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
十
句
の
「
何

を
以
て
吾
が
身
を
慰
め
ん
」
と
結
ぶ
表
現
で
あ
り
、
缶
を
撃
っ
て
歌
う
の
は
憤
懣

の
気
持
ち
を
静
め
る
た
め
、
自
分
自
身
を
慰
め
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
池
亭
記
」
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
座
左
銘
」
と
「
池
亭
記
」
と
は
、
と
も
に
兼
明
親
王
の
作
品
で
あ
り
、
類
似

し
た
表
現
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
表
す
意
味
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
作

品
の
制
作
時
期
が
違
い
、
作
者
の
作
品
制
作
当
時
の
考
え
や
状
況
が
違
う
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
全
体
の
内
容
か
ら
に
し
て
も
、「
座
左
銘
」
で
は
悶
々
と

し
た
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
池
亭
記
」
で
は
生
活
に
対
す
る
楽

観
的
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
作
品
は
同
じ
時

期
の
作
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
座
左
銘
」
は
、
兼
明
親
王
の
身

内
の
死
に
よ
る
一
回
目
の
挫
折
に
遭
っ
た
時
に
作
っ
た
作
品
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

で
は
、
後
の
二
回
の
挫
折
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
二
回
目
の
挫
折
は
、
安
和
二

（
九
六
九
）
年
の
安
和
の
変
に
よ
る
源
高
明
の
政
治
的
失
脚
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
三
回
目
の
挫
折
は
、
貞
元
二
（
九
七
七
）
年
左
大
臣
の
地
位
か
ら
降

ろ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
三
回
目
の
挫
折
に
あ
っ
た
直
後
に
、
兼
明
親
王
は
「
兎

裘
賦
」
と
い
う
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
当
時
の
太
政
大
臣
で
あ
り
関
白
を
兼
ね
て

い
た
藤
原
兼
通
は
、
右
大
臣
の
藤
原
頼
忠
の
地
位
を
上
げ
、
自
分
の
職
も
彼
に
譲

ろ
う
と
す
る
た
め
に
、
邪
魔
に
な
る
左
大
臣
の
兼
明
を
、
病
気
を
口
実
に
も
と
の

親
王
の
地
位
に
戻
し
、
中
務
卿
と
い
う
閑
職
に
任
じ
た
の
で
あ
る
。
頼
忠
を
後
継

者
に
す
る
た
め
に
、
頼
忠
よ
り
上
位
の
兼
明
親
王
を
自
分
の
政
略
の
犠
牲
に
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
兼
明
親
王
は
、「
兎
裘
賦
」
で
、「
執
政

者
に
枉
げ
て
陥
れ
ら
る
。
君
昏
く
臣
諛
ひ
て
、
愬
ふ
る
に
処
な
し
」
と
、
陥
れ
ら

れ
た
自
分
の
憤
り
を
爆
発
さ
せ
た
の
で
あ
る
。「
座
左
銘
」
で
も
、
政
治
に
対
し

て
不
満
を
持
つ
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、「
兎
裘
賦
」
の
よ
う
な
憤
り

孤
独
な
環
境
に
置
か
れ
た
兼
明
親
王
は
、そ
の
翌
年
の
天
徳
三（
九
五
九
）年
に「
池

亭
記
」
と
い
う
作
品
を
作
り
、
人
の
死
に
よ
っ
て
感
じ
た
人
生
の
無
常
に
つ
い
て

述
べ
た
。
大
切
な
身
内
が
亡
く
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
兼
明
親

王
は
権
中
納
言
の
職
に
あ
り
、
正
三
位
の
身
分
を
持
ち
、
政
治
に
お
い
て
順
調
に

進
ん
で
い
る
時
期
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、白
居
易
の
「
池
上
篇
」
や
「
草
堂
記
」

な
ど
の
作
品
に
影
響
を
受
け
て
作
っ
た「
池
亭
記
」は
、全
篇
に
穏
や
か
な
調
子
で
、

名
誉
や
利
益
は
身
外
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
浮
栄
を
無
視
し
て
、
自
然

を
楽
し
む
の
が
望
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
閑
雅
な
池
亭
を
作
り
、
そ
こ
で

余
生
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
安
ら
か
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。

　
「
池
亭
記
」
の
後
半
部
分
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

噫
、
人
生
多
レ
改
、
光
陰
不
レ
留
。
不
レ
知
後
日
復
在
二
何
処
一
。
不
二
撃
レ
缶

而
歌
一
、
有
二
大
耋
之
嗟
一
。
然
茫
々
万
古
、
有
下
賢
人
君
子
之
終
レ
身
在
二
泥

塗
之
中
一
者
上
。
吾
無
二
古
人
之
徳
一
。
位
三
品
、
齢
半
百
。
趨
レ
朝
有
レ
官
、

帰
レ
家
有
レ
亭
。
一
日
二
日
閑
臥
二
此
亭
一
以
送
二
余
生
一
、
不
二
復
可
一
乎
。

傍
線
部
の
「
缶
を
撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
、
大
耋
の
嗟
有
る
」
は
、
酒
が
め
を
叩
い

て
歌
い
つ
つ
残
り
の
人
生
を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
、
老
い
衰
え
て
い
く
こ
と
を
歎
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
続
き
の
部
分
で
は
、
人
生
に
は
変
化
が
多
く
、
時

の
流
れ
は
留
ま
る
こ
と
が
な
い
と
述
べ
、
自
分
自
身
の
将
来
は
予
測
で
き
な
い
こ

と
を
歎
い
て
い
る
。
一
方
、
人
生
の
無
常
を
感
じ
な
が
ら
、
古
来
賢
人
君
子
で
も

不
遇
の
中
で
生
涯
を
終
え
た
人
が
い
る
の
に
対
し
て
、
自
分
は
不
徳
な
が
ら
三
品

の
官
に
就
き
朝
廷
に
出
仕
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
に
帰
る
と
素
晴
ら
し
い
亭
が
あ

る
こ
と
に
満
足
の
態
度
を
示
し
、
残
っ
た
人
生
を
こ
の
亭
で
の
ん
び
り
と
過
ご
す

の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
池
亭
記
」で
は
、缶
を
撃
っ

て
歌
う
こ
と
は
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
座
左
銘
」

（
十
六
）
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期
は
も
う
過
ぎ
去
っ
た
。
自
分
を
慰
め
ら
れ
る
の
は
、
も
は
や
酒
と
詩
歌
し
か
な

い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
座
左
銘
」
は
、
安
和
の
変
に
よ
る
挫
折
に
際
し
て

作
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
座
左
銘
」
は
、
自
分
の
言
行
を
戒
め

る
訓
戒
の
言
葉
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
兼
明
親
王
の
人
生
を
凝
縮
し
た
も
の
と

し
て
も
読
む
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

第
五
章
、
大
江
匡
房
「
続
座
左
銘
」
と
の
比
較

　

以
上
見
た
よ
う
に
、
崔
瑗
の
「
座
右
銘
」
と
白
居
易
の
「
続
座
右
銘
」
は
、
一

般
論
的
な
訓
戒
の
言
葉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
は
、
挫

折
に
遭
遇
し
た
状
況
の
下
で
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
実
経
験
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、「
座
左
銘
」は
、そ
の
後
に
続
い
て
大
江
匡
房
が
作
っ

た
「
続
座
左
銘
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
年
〜
一
一
一
一
年
）
は
、
平
安
後
期
の
代
表
的
な
文
人

官
吏
で
あ
る
。
匡
房
の
自
伝
「
暮
年
記
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
曽
祖
父
匡
衡
よ
り
も

早
く
四
歳
で
初
め
て
書
を
読
み
、
十
一
歳
で
詩
を
賦
し
て
世
に
「
神
童
」
と
言
わ

れ
、文
章
得
業
生
と
な
っ
た
三
年
目
に
十
八
歳
で
方
略
試
に
及
第
し
た
。
そ
の
後
、

東
宮
学
士
・
蔵
人
・
中
務
大
輔
・
右
小
弁
・
美
作
守
・
左
大
弁
・
勘
解
中
長
宮
・

式
部
大
輔
な
ど
を
経
て
、
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年
四
十
八
歳
で
参
議
に
昇
り
、

五
十
四
歳
で
権
中
納
言
と
な
っ
た
。
五
十
七
歳
で
大
宰
権
帥
を
兼
ね
て
筑
紫
に
赴

任
し
、
そ
の
功
に
よ
り
正
二
位
に
叙
さ
れ
た
が
、
七
十
一
歳
で
大
蔵
卿
に
任
ぜ
ら

れ
て
ま
も
な
く
薨
じ
た
。
そ
の
間
、
と
く
に
後
三
条
天
皇
と
白
河
上
皇
の
信
任
を

得
て
重
用
さ
れ
、ま
た
関
白
後
二
条
師
通
に
も
信
頼
さ
れ
て
親
交
を
結
ん
だ
。（
注
六
）

　

政
治
的
に
と
て
も
順
調
で
あ
っ
た
大
江
匡
房
は
、
兼
明
親
王
の
よ
う
な
挫
折
に

境
遇
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
匡
房
が
作
っ
た
「
続
座

が
見
ら
れ
な
い
。「
座
左
銘
」
は
左
大
臣
か
ら
左
遷
さ
れ
た
と
い
う
挫
折
に
遭
っ

た
時
の
作
品
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
回
目
の
挫
折
に
つ
い
て
、
前
掲
し
た
今
浜
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
一
回
目
の
挫
折
の
後
、
極
め
て
孤
独
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
兼
明
に
と
っ

て
、
中
央
政
界
に
お
け
る
異
母
兄
源
高
明
の
存
在
は
心
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
安
和
の
変
に
よ
る
高
明
の
失
脚
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
、
兼
明
親
王
に

と
っ
て
絶
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
衝
撃
は
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
現
実
に
彼
の
前
に
も
容
赦
な
く
押
し
寄
せ
て
い
る
強
大
な
藤
原
氏
の
権

力
を
感
じ
さ
せ
、
同
時
に
高
明
へ
の
同
情
と
藤
原
摂
関
体
制
へ
の
憤
慨
と
を
通
し

た
向
こ
う
の
方
に
、
ぼ
ん
や
り
と
で
あ
る
が
、
彼
自
身
の
将
来
の
運
命
と
い
う
よ

う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
「
座
左
銘
」
は
正
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
一
句
か
ら
八
句
の
「
忠
を
以
て
そ
の
君
に
事
へ
、
孝
を
以
て
そ
の
親

に
事
ふ
。
信
以
て
朋
友
に
交
は
り
、
慈
以
て
子
孫
を
撫
で
よ
。
貧
し
く
し
て
志
を

下
す
こ
と
莫
く
、
富
み
て
人
に
驕
る
こ
と
莫
か
れ
。
久
要
は
旧
き
を
忘
る
る
こ
と

勿
く
、
一
言
も
恩
を
忘
る
る
こ
と
勿
か
れ
」
で
は
、
自
分
を
振
り
返
っ
て
、
人
と

し
て
為
す
べ
き
こ
と
を
し
、
守
る
べ
き
準
則
に
従
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
九
句
か
ら
十
六
句
の
「
疣
蠹
は
耳
よ
り
入
る
、
聞
く
所
な
き
に
如
か
ず
。

禍
胎
は
口
よ
り
出
づ
、
す
べ
か
ら
く
そ
の
唇
を
緘
む
べ
し
。
利
は
恨
の
府
、
名
は

実
の
賓
な
り
。
浮
生
は
薤
上
の
露
、
栄
華
は
夢
中
の
春
」
の
よ
う
に
、
中
央
政
界

に
お
い
て
は
、
い
つ
も
権
力
を
争
奪
す
る
戦
い
が
あ
り
、
自
分
は
そ
の
よ
う
な
渦

中
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
沈
黙
を
保
っ
て
い
る
。
名
利
栄
華
は
自
分
の
望

む
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
の
に
、
十
七
句
か
ら
最
後

の
「
争
奈
せ
ん
齢
の
空
し
く
邁
ぐ
る
を
、
惜
し
む
べ
し
良
辰
を
過
ご
す
を
。
缶
を

撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
吾
が
身
を
慰
め
ん
」
で
は
、
年
を
取
っ
た
今

は
、
や
は
り
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
殿
上
も
止
め
ら
れ
、
昔
の
よ
う
な
良
き
時

（
十
七
）
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て
も
屈
し
て
は
な
ら
ず
、
裕
福
で
あ
っ
て
も
驕
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
嬉
し

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
飛
び
跳
ね
て
は
な
ら
ず
、
憂
い
悲
し
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
嘆

い
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
五
、六
句
の
「
忠
信
以
て
国
に
奉
り
、
仁
愛

以
て
家
を
顧
み
る
」
は
、
忠
信
心
を
も
っ
て
国
に
仕
え
、
仁
愛
心
を
も
っ
て
家
の

面
倒
を
見
る
と
い
う
。
忠
信
、
仁
愛
に
つ
い
て
述
べ
る
点
は
、
兼
明
親
王
が
「
座

左
銘
」
の
冒
頭
に
お
い
て
忠
信
孝
慈
を
述
べ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け

て
七
、八
句
で
は
、「
将
に
秋
竹
の
節
を
尽
く
さ
ん
と
し
、
誰
か
温
樹
の
華
を
語
ら

ん
」
と
述
べ
て
い
る
。「
秋
竹
の
節
」
は
、
秋
竹
の
よ
う
に
節
操
を
堅
く
守
る
こ

と
の
喩
え
で
あ
る
。「
温
樹
の
華
」
は
、『
漢
書
』
孔
光
伝
の
「
光
周
密
謹
慎
、
未

二
嘗
有
一
レ
過
。
沐
日
帰
休
、
兄
弟
妻
子
燕
語
、
終
不
レ
及
二
朝
省
政
事
一
。
或
問
レ
光
、

温
室
省
中
樹
何
木
也
。
光
嘿
不
レ
応
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
も
、
注
意
が
隅
々
に
ま
で
行
き
届
き
、
言
動
を
控
え
め
に
し
、
過
ち
を
一

度
も
犯
し
た
こ
と
の
な
い
孔
光
が
、
家
族
と
話
し
を
す
る
時
で
も
朝
廷
の
こ
と
を

一
切
言
及
せ
ず
、
宮
中
の
木
の
種
類
を
聞
か
れ
て
も
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
故
事

で
あ
る
。
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
自
分
も
孔
光
の
よ
う
に
節
操
を
堅
く
守
る
こ

と
に
尽
く
す
と
決
心
し
、
朝
廷
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と
口
に
し
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
一
句
か
ら
八
句
は
、
儒
教
の
教
え
に
従
い
、
人
と
し
て
の
為
す
べ
き
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
中
で
は
、
特
に
官
と
し
て
の
認
識
が
強
く
見
ら
れ
、
朝
廷
に
仕
え

る
自
分
の
忠
信
心
や
、
堅
い
節
操
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

九
、十
句
の
「
松
柏
草
を
生
ぜ
ず
、
蓬
蒿
麻
に
在
る
べ
し
」
で
は
、
松
柏
の
周

り
に
草
が
生
え
な
い
こ
と
や
、
蓬
は
麻
と
同
類
で
共
生
で
き
る
と
い
う
自
然
の
道

理
を
述
べ
、
続
け
て
十
一
、十
二
句
の
「
運
は
北
叟
の
馬
に
譬
へ
、
途
は
南
司
の

車
に
任
す
」
で
は
、
人
生
の
禍
福
は
塞
翁
が
馬
の
よ
う
に
転
々
と
し
て
予
測
で
き

な
く
、
前
途
は
指
南
車
が
示
し
て
く
れ
た
方
向
に
任
せ
ば
い
い
と
述
べ
て
い
る
。

九
句
か
ら
十
二
句
は
、
自
然
の
道
理
に
従
い
、
運
命
を
自
然
に
任
せ
た
い
考
え
が

左
銘
」
は
、
ど
ん
な
内
容
か
を
確
認
す
る
。『
本
朝
続
文
粋
』
の
巻
十
一
に
そ
の

作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。（
注
七
）

後
漢
崔
子
玉
作
座
右
銘
。
大
唐
白
楽
天
続
之
。
本
朝

元
謙
光
作
座
左
銘
。
今
江
満
昌
亦
続
之
。

貧
賎
敢
勿
屈
、
富
貴
敢
勿
奢
。
聴
喜
勿
抃
（
注
八
）
躍
、
聴
憂
勿
傷
嗟
。

忠
信
以
奉
国
、
仁
愛
以
顧
家
。
将
尽
秋
竹
節
、
誰
語
温
樹
華
。

松
柏
不
生
草
、
蓬
蒿
可
在
麻
。
運
譬
北
叟
馬
、
途
（
注
九
）
任
南
司
車
。

慎
言
忘
怨
怒
、
治
身
遺
狭
斜
。
妄
想
水
中
月
、
浮
栄
風
前
花
。

豈
如
出
纏
網
、
奈
何
断
塵
沙
。
三
思
而
後
行
、
二
世
殆
庶
耶
。

後
漢
の
崔
子
玉
、
座
右
銘
を
作
り
、
大
唐
の
白
楽
天
、
之
を
続
ぐ
。

本
朝
の
元
謙
光
、
座
左
銘
を
作
り
、
今
の
江
満
昌
、
亦
た
之
を
続
ぐ
。

貧
賎
な
る
も
敢
て
屈
す
る
こ
と
勿
く
、富
貴
な
る
も
敢
て
奢
る
こ
と
勿
か
れ
。

喜
を
聴
く
も
抃べ
ん

躍や
く

す
る
こ
と
勿
く
、
憂
を
聴
く
も
傷し
ょ
う
さ嗟
す
る
こ
と
勿
か
れ
。

忠
信
以
て
国
に
奉
り
、
仁
愛
以
て
家
を
顧
み
る
。

将
に
秋
竹
の
節
を
尽
く
さ
ん
と
し
、
誰
か
温
樹
の
華
を
語
ら
ん
。

松
柏
草
を
生
ぜ
ず
、
蓬
蒿
麻
に
在
る
べ
し
。

運
は
北
叟
の
馬
に
譬
へ
、
途
は
南
司
の
車
に
任
す
。

言
を
慎
し
み
て
怨
怒
を
忘
れ
、
身
を
治
め
て
狭
斜
を
遺
る
。

妄
想
は
水
中
の
月
、
浮
栄
は
風
前
の
花
な
り
。

豈
に
纏
網
を
出
づ
る
に
如
か
ん
や
、
奈い
か
ん何
ぞ
塵
沙
を
断
た
ん
。

三
思
し
て
後
に
行
ひ
、
二
世
殆
ど
庶ち
か

か
ら
ん
か
。

　

ま
ず
一
句
か
ら
四
句
の
「
貧
賎
な
る
も
敢
て
屈
す
る
こ
と
勿
く
、
富
貴
な
る
も

敢
て
奢
る
こ
と
勿
か
れ
。
喜
を
聴
く
も
抃
躍
す
る
こ
と
勿
く
、
憂
を
聴
く
も
傷
嗟

す
る
こ
と
勿
か
れ
」
に
お
い
て
、
貧
富
喜
憂
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
貧
し
く

（
十
八
）



─ 70 ─

北　星　論　集（文） 　第 56 巻　第２号（通巻第 69 号）

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
は
、
そ
の
後
に
次
い
で
作
っ
た
「
続
座
左
銘
」
と
も
異

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
の
本
文
を
詳
し
く
解
読
し
、
そ
の
基
づ

く
中
国
の
崔
瑗
と
白
居
易
の
銘
や
、
ま
た
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
大
江
匡
房
の
銘
と

比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
異
性
を
見
て
き
た
。
ま
た
、
作
品
の
内
容
か
ら

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

　

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
は
、
中
国
で
制
作
さ
れ
た
二
つ
の
銘
の
表
現
を
模
倣

し
な
が
ら
も
、
主
旨
は
そ
れ
ら
と
異
な
る
。
ま
た
、
後
代
の
大
江
匡
房
の
銘
に
参

考
さ
れ
な
が
ら
も
、
主
旨
は
受
け
継
が
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
、「
座

左
銘
」
を
制
作
す
る
時
、兼
明
親
王
の
追
い
込
ま
れ
て
い
た
境
遇
や
社
会
背
景
が
、

他
の
三
者
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
生
の
中
で
二
回
目
の
挫
折
に
遭
遇
し
、政
治
の
不
正
に
憤
り
を
感
じ
た
時
に
、

儒
教
の
教
養
を
持
っ
て
い
た
兼
明
親
王
は
、
儒
教
の
教
え
だ
け
を
頼
り
に
す
る
こ

と
が
も
は
や
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
第
に
老
荘
や
仏
教
の
思
想
に
共
感

を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
救
い
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、「
缶
を
撃
ち
て
歌
は
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
吾
が
身
を
慰
め
ん
」
と
叫
ん
で

い
る
よ
う
に
、
人
生
は
儚
い
も
の
だ
と
知
り
な
が
ら
も
、
な
お
気
分
が
晴
れ
ず
、

自
分
の
人
生
に
納
得
で
き
な
い
心
情
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
老

荘
思
想
や
仏
教
思
想
の
い
ず
れ
に
も
完
全
に
帰
依
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
兼
明
親

王
の
態
度
を
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
を
取
り
あ
げ
、
崔
瑗
や
白
居
易
、
大
江

匡
房
の
銘
文
と
比
較
し
、こ
の
作
品
の
持
つ
特
有
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

ほ
か
の
三
者
は
一
般
論
的
な
性
格
が
強
い
の
に
対
し
て
、兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」

示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

十
三
、十
四
句
の
「
言
を
慎
し
み
て
怨
怒
を
忘
れ
、
身
を
治
め
て
狭
斜
を
遺
る
」

は
、
言
葉
を
慎
ん
で
怨
み
を
忘
れ
、
身
を
正
し
く
修
め
る
た
め
に
遊
廓
な
ど
を
頭

の
中
か
ら
追
い
出
す
べ
き
と
い
う
。
十
五
、十
六
句
の
「
妄
想
は
水
中
の
月
、
浮

栄
は
風
前
の
花
な
り
」
は
、
妄
想
は
水
の
中
に
あ
る
月
の
よ
う
に
、
栄
華
は
風
に

吹
か
れ
る
花
の
よ
う
に
、
儚
く
消
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

十
七
、十
八
句
の「
豈
に
纏
網
を
出
づ
る
に
如
か
ん
や
、奈
何
ぞ
塵
沙
を
断
た
ん
」

で
は
、
こ
の
よ
う
な
浮
世
に
い
る
よ
り
は
、「
纏
網
」「
塵
沙
」
と
い
う
煩
悩
か
ら

逃
れ
た
仏
道
の
境
地
に
入
る
こ
と
を
越
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。十
九
句
の「
三

思
し
て
後
に
行
ひ
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
の
「
季
文
子
三
思
而
後
行
」
と
、
季

文
子
が
考
え
を
練
り
に
練
っ
て
初
め
て
実
行
に
移
る
と
い
う
部
分
に
よ
っ
た
表
現

で
あ
る
。
二
十
句
の
「
二
世
殆
ど
庶
か
ら
ん
か
」
の
「
庶
」
は
、「
ち
か
し
」
と

読
み
、
道
或
い
は
理
想
に
近
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。（
注
十
）
最
後
の
二
句
で
は
、

何
事
で
も
よ
く
考
え
て
か
ら
行
動
す
れ
ば
、
今
生
や
来
世
に
お
い
て
も
自
分
の
望

ん
で
い
る
道
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

大
江
匡
房
は「
続
座
左
銘
」で
は
、貧
富
に
も
憂
喜
に
も
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

宮
廷
に
身
を
お
い
て
も
、
正
し
い
姿
勢
で
臨
み
、
噂
を
立
て
た
り
、
人
を
恨
ん
だ

り
せ
ず
、
欲
望
や
栄
華
を
身
外
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

銘
で
は
、
匡
房
が
運
命
が
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
し
、
き
ち
ん
と
身
を
修
め
、
自

然
の
流
れ
に
身
を
任
せ
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
生
は
ど
う
せ

儚
い
も
の
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
俗
世
界
か
ら
離
れ
、
仏
道
に
身
を
寄
せ
た
ほ
う
が

い
い
、
と
い
う
穏
や
か
な
気
持
ち
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

兼
明
親
王
の
「
座
左
銘
」
に
表
れ
て
い
る
「
疣
蠹
」「
禍
胎
」「
名
」「
利
」「
恨

之
府
」
な
ど
の
世
の
中
の
不
正
に
対
す
る
憤
懣
の
情
が
、
大
江
匡
房
の
「
続
座
左

銘
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
続
座
左
銘
」
に
見
ら
れ
る
の
は
、
仏
教
に
帰
依
す
る

意
識
が
強
く
、
仏
道
の
真
理
を
悟
り
、
諦
観
の
境
地
に
達
し
た
匡
房
の
姿
で
あ
る
。

（
十
九
）
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は
自
分
の
人
生
経
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
兼
明
親
王
の
人
生
観

や
生
き
方
が
よ
り
生
々
し
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
兼

明
親
王
の
思
想
を
考
察
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
漢
詩
文
に

見
ら
れ
る
思
想
文
化
の
一
面
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
大
連
外
国
語
大
学
日
本
語
学
院
教
授
・
北
星
学
園
大
学
交
流
教
員
）

　

本
稿
は
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
项
目「
日
本
古
代
汉
文
集『
本
朝
文
粹
』校
勘
研
究
」

（
批
准
号16BW

W
024

）
阶
段
性
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
二
十
）

注（一
） 

川
口
久
雄「
兼
明
親
王
と
そ
の
作
品
」（『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』上
、

明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
）、
今
浜
通
隆
「
兼
明
親
王
論
」（
岡
一
男
先
生
頌

寿
記
念
論
集
『
平
安
朝
文
学
研
究
作
家
と
作
品
』
有
精
堂
、
一
九
七
一
年
）、

大
曽
根
章
介
「
兼
明
親
王
の
生
涯
と
文
学
」（『
大
曽
根
章
介　

日
本
漢
文
学

論
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。
一
九
六
二
年
初
出
。）

（
二
） 

柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
内
外
出
版
社
、
一
九
二
二
年
）

（
三
） 

大
曽
根
章
介
「「
菟
裘
賦
」
小
論
│
「
鵩
鳥
賦
」
と
の
比
較
考
察
」（『
大

曽
根
章
介　

日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。

一
九
五
七
年
初
出
）

（
四
） 

竹
田
晃
著
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』（
文
章
編
）
下
（
明
治
書
院
、二
〇
〇
一
年
）

（
五
） 

岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
五
（
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

こ
の
銘
の
訳
註
担
当
の
安
東
俊
六
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
六
） 

川
口
久
雄
『
大
江
匡
房
』
日
本
歴
史
学
会
編
人
物
叢
書
51
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
論
述
が
あ
る
。

（
七
） 

『
朝
野
群
載
』（
巻
一
、
文
筆
上
）
に
も
同
作
品
が
載
る
。

（
八
） 

『
本
朝
続
文
粋
』
と
『
朝
野
群
載
』
と
も
に
「
挊
」
に
作
り
、意
味
か
ら
「
抃
」

の
字
に
改
め
る
。

（
九
） 

『
本
朝
続
文
粋
』
で
は
「
迷
」
に
作
る
が
、『
朝
野
群
載
』
で
は
「
途
」
に
作
る
。

意
味
か
ら
『
朝
野
群
載
』
本
の
「
途
」
の
字
を
と
る
。

（
十
） 

『
論
語
』
の
先
進
に
見
ら
れ
る
「
子
曰
、
回
也
、
其
庶
乎
。
屡
空
」
の
「
庶
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
。
魏
の
何
晏
は
「
言
下
回
庶
幾
二
聖
道
一
、
雖
二
数
空
一
レ
匱
而
楽

在
中
其
中
上
」（『
論
語
集
解
』）
と
、
南
宋
の
朱
熹
は
「
近
レ
道
」（『
論
語
集
注
』）

と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、『
論
語
』
で
は
、
顔
回
は
聖
な
る
道
に
近
づ
い
て
い
る

た
め
、米
櫃
が
屡
々
空
に
な
っ
て
も
、道
に
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。


